


(1) 舞台の基還用語・・令位置に関係する用語

①ぷたい ・・・・・・ 舞台(Stage)舞台装置が飾られ、演技の行われる場所である。
※ほんぶたい … 本舞台ともいう。

②ぷたいばな … •9 ・ 舞台端(Stage Down)舞台と客席との境界

③はりだしぶたい …… 張出し舞台(Apron Stage)緞帳より前に位置する舞台床面。
緞帳が開いたときは本舞台の延長であり、緞帳が閉まった時は、
独立した舞台として使うことが出来る。

④アクティンク・エリア ・・・・・・ (Acting Area)舞台面積のうち舞台装置に囲まれ、演技を
行うスペ ー スのこと。

⑤シ ー ナリ ー ・ スペ ー ス ・・・・・・ (Scenery Space)アクティング ・ エリアを囲んで粛り）卜幕
までの間に、大道具を飾ったり照明器具を取り付けたりす
るスベ ースのこと。

⑤ぷたいうら ・・・・・・ 舞台裏 本舞台より奥および、両側の客席から見えない舞台の部分の
こと。オフ・ステ ー ジ(Off Stage)、ふところともいう。また、楽屋
までを含めて舞台裏という場合には、バック ・ ステ ー ジ(Back Stage) 
という。

⑦プロセニアム。ア ーチ ・・・・・・ (Proscenium Arch)舞台の額縁のことで、舞台と客席を区
分するもの。

⑧かみて

⑨しもて

⑩ならく

上手〔記号・し 別称・東）観客席から舞台に向かって右側のこと。

下手〔記号•R 別称・西〕観客席から舞台に向かって左側のこと。

荼落 舞台の床下の部分のこと。

⑪しん ・・・・・・ 芯(Center) 舞台間口の中心点より舞台奥に引かれた中軸線の真中

副'))卜纂 粛リ ＇） ‘)卜纂
大黒幕～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～大黒暮

疇
i

"

｛

立
｛

虹
｛

帳

～

中
～

～

～
緞

~

～

~

～
A
 

~

～
­

～

～
 

~

～

~

～
―
 

ム

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

.

.

―

―
 

．
．
 

ー

＿

ー

ー

ジ

g

-ロ

J

□
,

7

―
―
 

-

i
 

―

―
―

ェ

／
」







(4) プラン製作の実際

脚本研究が十分（こなされていく過程において、 装置プランもまとまってくるはずであるガ、
装置製作に取りかかるのに先立って、 よりよいプランの理解のために次のことガ必要となる。

① スケッチ

又ケッチというのは、 装置プランに基づいて場面のイメ ー ジを絵に書いてみることで大変
手数のようではあるが、 装置を担当する者はもちろん、 演出 ・ 演技を始めとしてのスタッフ
全体にとって、 上演する芝居の場面の感じを考えながら作り上げていく上で参考に成るだけ
でなく、 この段階での検討 ・ 整理を加えることによって、 次の装置図の段階に大いに役立つ
ことになる。

② 装置図

装置図は、 言わば家を建築する場合の設計図であるから、 これは言うまでもなく、 必ず、
綿密 ・ 正確に製図されなければならない．

、 平面図は、 真上から見たものを主として線を引き、 書き表したもので、 方眼紙を用い
るのが普通である。 この平面図は、 装置の製作はもちろん演出 ・ 照明フランの書き込み
用として使用されるので必要分コピ ー しておくと便利です。

。 正面図は、 立面図とか見取り図と呼ばれるもので、 観客席の正面から見た図で、 正確
には透視法と彩色で描かれるものである。

・ 部分図は、 製作図 ． 詳細図・展開図なととも呼ばれています。 正面図では、 細かい所
がわからないので、 各部分を寸法、形・色・模様・作り方なとを書き込んで平面図より
拡大したものである。

③ 模型舞台

模型舞台は、 高校演劇の場合、 時間的 ・ 労力的な点からでも困難であるが、 すべて立体的
に見ることが出来るので、事情が許すなら作ることをお勧めします。 作る湯合には、10分の
1から50分の1くらいで作るとよいでしょう。

(5) 注意事項

• 平面図を作るときは、 1尺（杓3001). 6尺＝ 1間（内180m)を1単位とすること。
縮尺は、50分の1から100分の1とします。 位置と向きを中心に書き込み、 バトンや

袖幕の位置・間□や奥行きに注意すること。

・ 正面図には、 一点透視法を用いますがこの場合、 舞台奥になると縮尺が異なりますの
で平面図と比べながら作って下さい。 彩色して、 実際の雰囲気を把握し、 役者の動きや
衣裳の色なども考えに入れて、 おおまかに着色しておく。

・ 色彩に関しては、 配色 ・ 色調 ・ 色感 ・ 筆致等の効果と照明の色光と装置の色彩・衣裳
との対比が色彩選定の基瑳となる。

・ 装置の配置の理想は、 間口の10分の7、 高さの2分の1以下、奥行きの4分の3より
前に出した方がベストである。 つまり、ぅイティ）り ・ 1リアより、 ひと回り小さい範囲のなか
舞台装置を収めることである。 あとは、 見切坑の部分の処理 。 かがみの利用等が関係し
てくる。
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〔3〕 舞台用語と矛重類

(1)・・・・機構に関係する用語�

1. すのこ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 賛の子〔別名 “ ぷとう棚 ” 〕舞台の天井のことで賛の子張りになっている
ところからきた名称で戸舞台床からの高さは、 基本的にはプロセニアムの
高さの2倍以上必要で、 吊物昇降設備の 一 部があります。

2. バトン … ••• Batten〔別名 “ 鉄管 ＂ 〕舞台の大道具用の吊物）＼イフのこと。 但し、 吊る
場所 ・ 吊物重量が決まっているので注意してください。

3. つなもと ・ ・ ・… 綱元［別名 “ 綱場 ＂ 〕舞台上手または、 下手のふところの壁面に、 吊物
昇降用の引き綱の設備がまとめられている所、 ここの上部で賛の子の近く
などにバランスを取るための［おもり［りIイト］】の掛け外しをするための
棚（D-ティ）り・ギャうリ ー ）があります。

4. ホリゾント…… Horizont（性） ［Cyclorama（英・業） ］ 
ドイツ語で “ 地平線 ” という意味ですが、 観客席の視界を制限するため

に舞台の最奥部 一 様の丸みをもった曲面のバノラマ式の大幕で、主として
、 大空や背景の効果を与えるために工夫されたものです。

5. せり …… 迫り 舞台の床下や荼落から俳優や大道具などを乗せて迫り上げ、 または、
その逆の作業をする装置である。

6。 ならく …… 荼落 舞台床下の総称で回り舞台 ・ 迫り等の機構が設置してあり、 大道具
・小道具 ・ 舞台用備品などガ置いてあります。

7. しず …
•0 ・ 鎮[Counter Weight]舞台の吊物の重みと平均をとるために使用される分銅の

ことをいう。 パネルや幕を固定するときにも使用する。

(2)・・・。幕類に関係する用語

8. どんちょう ・・令… 緞帳 ［蘭名n ー テ'.!][Act Curtain.House Curtain]
舞台と観客席とを区切るためにプロセニアム上部より降ろされる幕．
緞帳は、 芝居の一区切り ？ 時間の経過などを示し、 また、 道具の飾り替

えを観客の目からさえきるために使います．
第 一 、 第二と二枚設備されている劇場もあります。 吊り上げ式が多くみ

られま町二つ折り e 三つ折り ・ 一 枚ものがありますe

9. わりとん …… 割緞 割緞帳のことで中央から二枚に割れて、 左右に引き開けるものと
中央から左右斜め上に、 引き開けるものとがあります。

10. ひきまく …… 引幕 緞帳と同じ目的のために使用します． 舞台の間口上部（こりイヤー 0 ー ブ
を引き渡し、 それに環を通し、 幕を下げたものです。 引き幕は、 下手から
上手に開き、 上手から下手（こ閉じるもので、 これは、 日本独特ののもので
本来手動です。

11. そでまく …… 袖幕〔別名 みきり幕〕 舞台左右の奥の方が見えないように吊り下げ
られた幕で黒や濃紺、 クレ ー 、 こげ茶のビロ ー ド地で作られている。

12. なかわりまく …… 中割幕 舞台の中程（こ吊ってある幕で左右に開閉し、 暗転幕と同じ
役目をします。



13. いちもんじ…・・ ・ 一文字〔別名 霞（か蒻）〕舞台上部に吊られた細長い黒幕のことで、
舞台上部に吊られた大道具や照明器具を観客の視線から遮るためのもの
で布の色は袖幕と同色です。

14. じょうしきまく…… 定式幕〔別名 狂言幕・歌舞伎幕〕引き幕の一 種で、 黒色・柿色
．萌葱色（もiきいう）の三色の縦縞の幕です。

15. どうぐまく… • 0 ・ 道具幕〔別名 ドロップ〕演劇・舞踊などのそれぞれの場面に必要な
背景を描いた幕のことで、 野遠見・ 1llJ 家遠見（山・野原・ 1llJ並•海等）
があり、 吊ったり振り落としたり、 引幕式にしたりします。

16. くろまく・・・・・・ 黒幕 主として夜を暗示させるために使います。 また、 “無 ” を意味す
ることもあります。

17． あんてんまく ・・ ・ ・ ・・ 暗転幕 言わば、 黒い緞帳あるいは引幕で、 舞台転換のときに使用
します。 すなわち舞台を暗転にして、 この幕を閉めて幕の中を明る＜
して、 道具を飾り変えて再び舞台を暗くしてこの幕を開けます．

暗転中に上げ下げする幕ということから「暗転幕」と呼びます。

(3)・・・・転換に関係する用語

18. あんてん・・・・・・ 暗転 照明を消して、 舞台転換をすること。

19. あかてん・・・・・， 明転〔あかりてんともいう。 〕舞台が明るいまま舞台転換をすること。
ただし、 舞台裏の見切れをほかすために、 多少光量をおとす場合もありま
す。 （暗転の対語として「めいてん」ともいう。）

20. とばす ・・ ・・・ 吊ってある幕や張物や切り出しなどを舞台上部に吊り上げて、観客の視界
から隠すことで、 仕込みのときなど照明器具なとを吊ってある）＼トンを上げ
ることをいいます。

21. ころす・ ・ ・・・ 照明 ・ 音響において機器の機能を停止させること。 または、 バトンの昇降
装置の綱元をロックすることをいいます。

22. ばらす・・・・・・ 飾り込んである舞台装置を解体し格納すること。 また、 最終公演後、 不要
になった大道具類を壊して処分してしまうこと。

23. わらう・・・・・・ 〔消すともいう。〕飾り込んだ大道具、 小道具などが演出上の変更などで
不要になって撤去すること．

24、 かさる・・・… 飾る 大道具を舞台に組み立てること。 飾り込み ・ 立て込み・組み込み・
建て込み、 ともいいます。

25. しかけもの…・・・ 仕掛物 劇の演じている最中に “ キッカケ ’'によって変化する大道具
のこと。

26。 かぷせる・・・・。 被せる すでにある舞台装置［こ布をかぷせて転換を行うこと。 また、 道
具幕や張物で覆い、 それまでとは別の場面にすることをいう。

27. ふりおとし…。ぃ 振り落とし 場面転換技法の 一 つです。 舞台上部から吊ってある幕類
〔黒幕 。 道具慕など〕をきっかけで 一 瞬に落とす技法。 「振り竹」とい

う仕掛けをしてあるバトンによって操作します，
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11 ， 舞台装置 ＝実技編＝

〔1 J 字才米斗［二てつし、マご
大道具を製作するにあたって使用される材料は色々有りますガ、大きく分けると次の材料

に分類できます。 (1)木材・ (2)紙材。 (3)布材・ (4)鉄材・ (5)プラスチック材｀ （6）その他がありま
す。各材料の利用方法や種類の選定は、各演劇部の予算1こかかわるものなので良い材料選ひ
というと言うことで進めていきたいと思いま町

(1) 木材について
最初に、大道具の基本的な道具である張物に使用される木材の材料を上げてみます。
まず、檜材・杉材・松材 ・ ラワン材等があり、それぞれの樹木の性質が違うように製材さ

れたものも、いろいろな材質をもっており、舞台備品等、恒久性の必要とされるものについ
ては、建材と同じく、檜材・杉材・ラワン材の乾燥材が使用されています。なかでも加工力1
容易で値段も手頃なところでは、杉材などがよいでしょう。木材購入の際は、よく乾燥した
真っ直くで、節の少ないものを選ぶようにします。

・次に杉材を例に特に多用なものを拾いだしてみます。
①小割材 ・・・ 2間 X 1寸 X 8分

(3636mm) (30. 3mm) (24. 2mm) ・張物の周囲の骨組みなどに使用する。
②ヌキ材 … 2間 X il寸5分 X 5分 *2寸 (60. 6mm). 3寸 (90. 9mm) も屈ふ

(3636mm) (45. 4mm) (15. 1 mm) 
・張物の裏から骨組みに打ちつけ、補強材などに使用する。

③タル木材 ・・・ 2間 X 1寸2分X 1寸3分
(3636mm) (36. 3mm) (39. 3mm) 

... 2間X 1寸5分X 1寸3分
(3636mm) (45. 4mm) (39. 3mm) 

・屋台組、開帳湯等の脚用に使用したり、高さの高い張物の補強材として使用する。

④ラワンベニャ ・・・ 1間 X 3尺 X *1分 →→→遠I: 2. 7mm 4mm 5. 5mm 6. 0mm
(1818mm) (909mm) (3.03mm) 9.0mm 12.0mm 15.0mm 

18. 0mm 21. 0mm 屁蒻ふ
・厚さの薄いベニヤは、張物や切り出し等の面に使い、厚いベニヤは開帳湯 ・ 変型台

の上板に使用する。
檄 こ0名称・寸法は、材太店•DIYセンりー 等で違いがあります0)で、寸法・奮段等を調べてから設計唇を書くとよt 1でしょう。

※日本農林規格〔JAS〕
· J ASにおける製材品の材種

製材I

板類（厚さく7. 5cm幅く厚さX4 cm) ・板（厚さく3 cm、幅；；；1 2 cm)
・小幅板（厚さく 3cm 、幅<1 2 cm)
・斜面板（断面が台形、幅;;; 6 cm)

・厚板（厚さii;; 3 cm)

ひき割類 ［・正割（断面が正方形）
（厚さく7. 5cm幅＜厚さX4cm) I· 平割（断面ガ長方形）

｛・正角（断面が正方形）
•平角（断面ガ長方形）











(2) 窓 ・ 出入口の作り万

舞台で（
の風景なと

古、照明や音響や俳優の衣裳なと(-
で季節の移り変わりや時間の経過なと

喜えて、舞台装置の窓や扉の向こうに見える外

窓の見込みは、窓寸法に骨材
を効果的に表現することができます。

ベニヤ板を打ち廻します。
（小割）を重ね打ちにして内側を美しくするときは、さらに
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店戸（洋風廷物用） 迂良戸

銭戸 帯戸

※ 見込について

窓 ・ 出入口に厚みを付けます。この厚みが見込
見込みをつけることで道具ががっちりとし

です。写実的な舞台装置では、すべてこの

見込は、窓 ・ 出入口（このみ付けます。種類とし
て立派に見えるようになりま豆

などの引き方があり、障子 ・ 鏡戸・帯戸・舞良戸
て和風では、引き分け・一本引き。片引き

・両開き、親子。上l ふ
．襖などを使います。

す下げ a はめ殺し。などがあります。
洋風では、外開き s





⑤そ坑そ訊のフロックことに出来上がったら、 骨材（小割組）のところを鉛筆で印を付けま
す。 これでベニャをかぷせたときに骨材の位置がわかるので、釘はその印のところに打ては
よいことになります骨組み（さ、 ベニャの縁より絶対に出ないよう（こしてください．

⑤骨組みが完成したら、 ベニャの「ぬい釘」を抜き、 骨組みの下から引き出して、 そのまま
（左右を入れかえずに！）骨組みの上にかぷせて釘を打っていきます．

(B)骨態み!/)上1：り�iせて釘を打つ

輝闘り凱

釦慄上がり

/
 

＇

 

ャ
ー一 (A)骨組み肌下から0き抜いて

Iベニャネ哀

へ
‘ 'ニヤ誌 3～玲

※継ぎ手の工作
三□（

言一←言
それぞれのフロックの継ぎ手は、 背後からの照明がもれないような方法として上図のよう

にする方法と「刃」を打つほう方法があります。 上図のようにすると、 表面が滑らかな仕上
がり（こなります。 名プロックごとを少ない材料で丈夫に軽く仕上げるのがコツです。

⑦全体が出来上がったら紙を貼り、 着色する準備に入ります。 裏に灯入汎をする切り出し（こ
は照明用のフィルタ ーを張り、 裏側の灯入れポックスは絵の仕上げ後に取り付けます。



※ その他の切り出し

地置き（じおき）の場合、専用の人形立てを作り立つようにする。

▼出来上がり
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▲出来上がり（吊る湯合）

※作業湯所から会場（舞全）への運搬などがある場合は、 上図のように6尺ことにフロック
に分けて作っておけはトフック等の荷台にも載せやすく、 道具の破損も防げます。

張物を運ぶときは、色の塗ってある面を合わせて運ぷと能率がよい。
現湯での運搬（舞台転換）がある湯合は、名フロックをいくつかにまとめて、裏打ち材で

継き合わせておきます。 吊物には、 裏打ち材で継いだあと、ワイヤ ー その他で吊り、 上端が
おじぎをしないようにワイヤ ー と裏打ち材を縛っておきます。
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(4) 組み立てと飾り方

出来上がった大道具を舞台に飾る場合には、 舞台《小屋＝劇湯》によって使用できる道具
があります。 主としては人形立てですが、 その他に支木や金支木が使える舞台はこれを使い
ます。

支木を使用する湯合は、 張物（バネル） （こ裏打ちしなければなりません。 張物（バネル）
の骨にじかに打ち込むと骨組を弱めることになり、 長期間使用できなくなってしまいます。

裏打ちは、 約6cm~9cm角のヌキ材を張物の外側に打ち廻し、 痛んできたらこの部分だけ
を打ち変えるようにしま町支木は舞台の床板の合わせ目に打ち込んでください。 そうしな
いと、 床板を破損しますから注意してください。

支木が使用できない場合は、 人形立てを使用します。 おもりとしては砂袋か、 劇湯では、
ウェイト〔鎮〕が利用できます。

\
傷

： ： 

゜

7

窟樗（所'13)

へ．．

ニャ刃
（釦と9 （立•く）

彩し

気
5呈リサ勺

り iイト

張物の飾り方で、 直角でなく60 ゜

程度の角度の曲りで構成する時の処理方法で、 図のよう
な工作をしておきます。 角（かど）の処理は、 図のように舞台（こ飾り込む時の原寸で角度を
出し、材料（角材なと）を縦に切り（又は削り）張物に打ちつけます。 多少の角度を変えた
い時にも使用できるようにベニャ「刃」を打っておくと飾りが楽にできます。

張物を作るときに余ったベニャを切らないでおいた「みみ」も利用できます。
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(5) 飾るときの注意点

・舞台装置を上手・下手に振り分けたことと、 学校名、 仕込みの順番 ・ 名称なとを舞台装置
の裏に記入しておくこと。

・張物の大きいものは、 中貫やかすがいなとで補強しておくこと。

・舞台上の仕込みで張物をつなく時には、 長短の小割材を使用しますので、 多めに用意して
ください。

・人形立ては、 一度しっかり作ると長持ちしますので、 張物を使用するときは、 十分に用意
してください。

・張物を仕込む時に、 どこに何本釘が打ってあるか？ケコミにはとこに釘ガ打ってあるか？
画鋲や安全ピンはいくつ使っているかなとを確認してください。 撤去の時、 能率がよくなり
ます。

(6) 平台等の使用注意事項

•平台の上は、 ガムテ ー プ（布製・紙製） ・両面テ ー フ（布製 。 紙製） ・カ ー ペットテ ー フ
やガンタッカー等の使用は、 絶対避けてください。 使用できるものは、 小釘 ・ 針の長い画鋲

（短いと舞台のすき間に入ってしまうから）です．

•平台を多く使用する場合は、 使用中の平台のズレを防止するために平台と平台を尋用金具
〔つかみ〕でつなぎ、 小割材等で釘止め固定すると動かなくなります。

•平台を高く組み立てる場合、 箱足・開き足を使用するわけだがその際、 荷重量を充分考慮
し、 平台ガたわむようであれば組んだ箱足 ・ 開き足のあいだ（こ間にさらに、 箱足 ・ 開き足を
追加する。 平台の耐荷重は、 おおむね大人3人から4人を目安と考えてください。

・箱足で平台を高く組み立てる湯合、 人の昇り降りで箱足がズレる危険性がありますので踏
み込み板（ベニャ板でよい）を打ちつけたり、 ガムテ ー プ（布製）で固定してください。

・開き足や箱足等で平台を高く組み立てる場合、 平台の桓の部分が開き足や箱足に正しく乗
っているか、 開き足が正しく開いているかを必ず確認して使用してください。

•平台を撤去するときは、 先ず「つかみ」を外してから、 平台運搬台車に角を合わせて正確
に重ねてください。 又、 開き足や箱足等で平台を高く組み立てる場合は、 平台を2人で垂直
に持ち上げて運んでください。 （平台には取っ手があるのでそこを持つこと！）

•平台を斜めに持ち上げると平台が破損することがありますので注意してください。

•平台・ケコミは、 中心より始めること。

・開き足をたたむときは、 くれぐれも金具に手を挟まないように充分注意してください。
開き足運搬台車があるときは、 積む方向を合わせて崩れないように重ねてください。
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羹演出 ・ 演翠い ならも汀こ舞台進行こ i二闊百歪屏う言吾

あたま〔頭〕••• ものの「初め（始まり）」の部分のこと。又、出演者が扮装用に頭にかぶる
「かつら」のことでもある。

あながあく ・・・ 舞台上で俳優がせりふを忘れたり、間違えたり、出番を忘れたり出遅れたり、
いろいろの失敗で舞台の進行が停滞すること。

アドリフ(ad-lib) ・・・ ラテン語の「好きなように、きままに」という意味の言葉が英語化した
もので、即興的なせりふや動作のこと。

いかす〔生かす〕・・・ 一度中止したものを再び使角すること。他を中止して残す場合にも使用
する。

（ま） （高い1:,)

いき ・・・ 間と割り切れる拍子から、相手との間に生じるチャンスであり、そのきっかけです。
「いき」が合うとか、 「いき」が合わないというような用い方します。出演者間の呼吸

がピッタリと合うこと、また動I乍と動作の呼吸がビッタリと合い演出効果を上げること
などのほかに、出演者とかかわる浦の仕事のきっかけなどの場合に用いる e

いたつき［板付き〕 … 板とは舞台のことで、幕ガ開いたとき、あるいは場面ガ転換したとき
［こ、すでに舞台にいる出演者のことをいう。これに対して、場面が転換
してすくに登場する出演者ガ物陰で待機していることを「陰板」といい
「陰の板付き」の意味です。 （がげいた）

いってこい ・・・ 舞台装置や照明の転換で、A湯面の次に8湯面になり、それが終わって、また
もとの湯面に戻ること。

ィンタ ー バル[interval]（仏）・・・ 「幕間（まくあい）」、休憩時間のこと。

いしょうしらぺ〔衣裳調ぺ〕 … 衣裳合わせともいい、付帳によって竪えられた衣裳を上演1こ
あたって手落ち無く準備されているかどうかを確かめるため（こ
俳優・舞台美術担当者・演出・舞台監督・製作者・作者・衣裳
テザイナ ー などスタッフ全員が立ち会って確認しま町

うける［受ける〕 ・・・ 親客に喜ばれることをいう。 「受け」をねらう、なとのように用いる。

エピロ ー グ[epilogue]·.. ある物語が終わったあと（こ、より効果を上げるために付けられる短
い場面のこと。

ぇんしゅつ［演出〕 ・・・ 「戯曲」や「脚本」の再生的イメージを立体的、時間的な具体的イメ
. dir ection] ージに転換する仕事のこと。

上演台本の決定から上渭『までの創造過程で、作品としてどのような形
で観客に提示するかに主眼を渇ういて、配役・俳優の演技・装置・照明・
衣裳•音響効果・小道具などを統一して、芸術的に融合調和させる作業
をいい、公演態勢になってからは「舞台監督」がこの役割を引き継ぐ。

切しゅつか〔演出家〕…
director] 

「戟曲」を解釈し、 その解釈に従い、俳優の稽古を行い、スタッ
フに指示を与え、芸ミ術的・技術的な統 一を図る人をいう．

：ンティンづ[ending] … 終わりの部分のことをいい、一つの公演の終わりの部分をとのよう
に構成するかは、 演出家や出演者の力点を置く部分です。
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おきごうく［置道具〕・・・ 机．椅子・戸棚などの家具類で舞台装置の一 部として、 墓が開いた
時にすで（こ舞台上に置いてある小道具のことをいい、 「出道具」とも
いう。

かいレやく（介錯〕．．． 扉や障子の開閉なと演技者の動作・行動を介助することをいい、 その
ほかにも舞台での作業全般にわたって介助・補助することをいう。

かぇし〔返しJ・・・ 演劇などの稽古の途中で、具合の悪いところをその小部分だけ繰り返して
稽古する「小返し」に1fiし）のことですが、単に「返し」という湯合ガ多い。

か（さく〔科白）・・・ 舞台俳優の「身体の動き《しくさ》」と「言葉《せりふ》」全般を表す言
葉で科は「しぐさ」、白は「せりふ」を意味する。

ききょ＜ ［戯曲J・・・ 作家が演劇上濱を目的として、 対話や人物の行動を中心に描いた作品の
こと。

きがくしょ＜〔脚色〕・・・ 小説 ・ 随筆 ・ 詩などの演劇のための作昂でないものを、 演劇上演の
� だめの脚本に書き直すこと。

き/くほん［脚本］… 俳優によって舞台で演じられる事柄を、 「せりふ」を主体に、 「卜書
き（演出 ・ 演技・装置 ・ 照明・音響効果などに関する作者の指定）を入
れて、文字で表現したもの。

きげる［切れるJ・・・ 例えば、 「序幕が切れた」というのは、終わったという意味です。

l寸い［景〕… 演劇の脚本の中の場面割りのうち、一つの幕を小さく分割しだものの呼び名で
(scene] 「第 一 幕、第 一 景」と言うように使います。 まだ、 湯面 ・ 情景を意味する。

心プロ[Genera I probe)（独）・・・ 一般試演の意味が略された言葉で舞台稽古のことをいう。
，略記号G. P〉 本番と全く同じ条件で舞台で行う稽古のことです。

：どうく（小道具〕・・・ 舞台で使う家具什器、家内の装飾品、 俳優が携帯する品物の総称。
舞台で使用される、装身具（初セサリ ー ）、 鞄、 刀、 傘なと手に持つものを

「持道具J、家具などの舞台に置くものを「置道具J、 ロ ー ソク・食品
などの舞台上で無くなるものを「消え物」、馬 ・ 篭などの乗り物などの
諸道具をいう。

サイト・ライン[sight line]・・・ 客席から舞台上の名部分を見る観客の可視線、 見切線のこと
をいう。

じゅんしょく〔潤色〕 ・ ・ ・ 脚本を面巳く作りかえること。 しかし、作者の了解が必要となる。

そうげいこ〔総稽古J... 最終段階の通し稽古のことをいい、この時まで衣裳調べが終わって
いれば衣裳を看て、 持道具なとも使用します。

尼いほん（台本〕・・・ 上演に必要な条件 ・ 指示などガ記入してある脚本のこと。 つまり、上演
にあたって劇の仕組み、舞台装置、 せりふ、卜書きなどを完全に記録した
脚本のこと。

もちげいこ［立ち稽古］．．． 稽古で台本の読み合わせの次の段階として、立って演技・動作を
加えていく稽古のことをいう。 この段階では、舞台プランに基づ
い て装置・持道具・音響効果などが付く湯合もある。



だめ［駄目Jヽ・・ 一般に俳優の演技や舞台美術（道具 ・ 衣裳）、照明なとで、演出方針やテザ
ィンにそくわない部分や寸法違いなとをいう。

だめだし〔駄目出し〕… 演出家、担当スタッフたちが上演に関するすべての事柄の良くない
部分を修正して行くために具合の悪い部分を指摘し、こうして欲しい
と要請を出すことを言う．公演態勢に入ってからは、主に舞台監督が

「だめ」を総括し、各担当者に訂正を指示します。

つかいまわし〔｛吏い回し〕 ・ ・ ・ 同じものを（大道具 ・ 小道具・効果音ほど）を他の演目や場面に
利用すること。

とがき〔卜書き〕… 脚本の中で、登場人物の特徴（表情や動作屁）や出入りや場面の状況。
照明・音楽 ・ 効果などの指定をせりふとせりふの間に書いたものをいう。

とおしげいこ〔通し稽古） ・・ ・ 立ち稽古の最終段階で音楽 ・ 効果なども、参加して行う稽古。

とちる••• 本来は俳優ガ舞台上の動き（こきっかけをはずしたり、登湯のタイミングをはずした
りすることを表す言葉のこと。現在では、意味が広がって、せりふを間違えたり、演
技をやりそこなったり、まこついたりすることにも使います。さらに、俳優だけでな
く、裏方の人が転換のきっかけを間違ったり、舞台上でへますること全般をいう。

とる〔取る〕… 舞台関係者は、 「終わる」 「終わり」などの言葉を嫌います。終わる ・ 終わ
りの同義語として「取る」 「取り」を使います。また、 「上がり」という使い
方もある。

ぬきげいこ［抜稽古〕・・・ 演出者の要望によって重点的に稽古百る必要がある部分を抜き出し
て行う稽古のことをいう。

ば〔場〕… 演劇の脚本の中の場面割のうち「幕Jに次ぐ区切りである「場」を表す言葉で、
(scene) 「第二湯、第三場」のように使います。

はく〔白〕・・・ 「白」は「台詞（せりふ）」を意味する言葉で、舞台で俳優ガ話す言葉をいう。
その言葉には、 「対話(dialogue)」 「独白(mono I ogue)」 「傍白(aside)」なと
がある。

ばみる・・・ 舞台稽古なとの際に、舞台上で出演者や大道具、小道具なとの位置を決めて、決め
た位置の床などにビこ 一 llテ ー プで目印を付けること。

はんだち〔半立ち〕… 読み合わせと立ち稽古の中間的段階の稽古で俳優がせりふを覚えきれ
ずにいる段階で、台本を手にして大体の動きを追いながら読み合わせを
行う稽古のこと。

ぷたいかんとく〔舞台監督〕・・・ 演出家を助けて、上演のための実務的な調整や進行の全責任
を追うと共に、初日が開いてからは、演出の意図に沿って舞台
の進行を統括する専門家のこと。

ぷたいげいこ〔舞台稽古〕 e ・・ 観客を前にする初日前の最終稽古として、公演する舞台での 一

切の条件を本番通りにして行う稽古で、この間に演出家を中心に
すべてガ確認、点検、検討、修正、決定されます。

ふところ(wings)・・・ 飩客席から見えない舞台の下手・上手の空間のことをいい、 「舞台袖」
または、 「袖」ということもあります。



フロロ ー グ(pro I ague)… 序詞、 序幕のことで、 ドラマの導入部分で主題や人物の紹介などを
簡単に行う部分のこと。

プロンフタ ー (prompter)・・・ 観客席から見えない場所から台本を見ながら、 舞台上の俳優（こ小
声でせりふやきっかけを教える役の人のこと．

ほんよみ〔本読み〕．．． J:演戯曲ガ決まってから稽古に入るに、 キャスト ・ スタッフを集めて
作者または演出家が脚本を読んで聞かせることをいう。 これによって、
登湯人物の役柄や演出法を理解させ、 作品の情緒を知らせることが容易
になります。

ほんれい〔本鈴〕・・・ 開演を知らせる合図のことで「第ニベル」ともいう。
ベルに限らずチャイム、 フザ ー 、合成音やSE（効果音）、 音楽などを
使用することもあります。

ま（間〕・・・ 舞台俳優の「科《しくさ》」と「白《せりふ》」などの行動と次の行動との間の
「間合い（ま酬）」のことをいう。 その「間合い」の取り方で、 緊張感に起伏が生ま
れます。

まき〔捲き〕… 舞台などの進行を早めることをいう。

まく〔幕〕・・・ 一つの作品の中の大きなシチコエ ー ションの区切りを「幕」、 その幕の中に含
(act) まれる場面や時間経過などの小さな区切りを「場」という．

まくあい［幕間〕… 一 つの公演で演目と演目の間や 一 演目の場面と湯面の区切りに幕を閉め
(interval)（英） ます。 この幕の閉まっていることをいう。
(i ntermi ss i om)（米）この「幕間」は、 観客にとっては休憩時間ですが、 出演者と裏方（ことっ

ては、 次の場面の準備のための時間です．

※「幕間」は、 「まくま」ではありませんので注意してくださいぶ

まくあき〔幕開き〕・・・ 一つの劇と 一 つの湯面が開き始める数瞬のことをいい、 それは舞台の
第一印象といえるもので、 重要な瞬間です。

まくぎれ〔幕切れ〕・・・ 一つの湯面が終わって幕が降りる直前の数瞬間のことをいう．
最後の印象を残す娯間なので「幕を切る」といって舞台芸術では最も

重要視されています。 また、 閉幕直前のー場面、 つまり終幕を指すこと
もある e

やまば〔山場〕・・・ 全体の流れのなかで最も大切なあるいは高揚する部分をいう。

よみあわせ〔読み合わせ〕・・・ 俳優が演出家を中心として、 各自の持ち役を声に出して読んで
その駄目出しを受けながら、 各人物の性格や行動などを研究しあ
う稽古の一 段階のこと。

よれい［予鈴〕… 開演を予告する合図で通常5分前に客席やロビ ー ・ ホワイエに鳴らす，
「第一ベル」ともいい、 「本鈴（第ニペル）」に対する言葉です．

リ）＼ーサル(rehearsal)・・・ 演劇や音楽の練習のことをいう。 舞台では、 ドレス ・ リハ ー サル
（衣裳・小道具などを付けた総稽古）なとがある。

ろれる・・・ ろ坑つが回らなくなることから、 舌がもつれてうまく言えない状態などに用いる。



111 ． 音響効果

◎音響効果とは ・ ・ ・

音響効果とは、 芝居のなかで「音」を出すことによって、芝居の内容を高める物である。
その種類には「現象」を表現するものと、 芝居に対しての「効果」とがある。 あくまでも

その芝居のスタイルや雰囲気を流れやすいようにするとより効果的になるのです。
効果音は、 ドラマの進行を助ける最小限度に、 必要な音だけ使用すべきであり、 効果音の

使用が多すぎて、 そのためにかえって芝居の筋を混乱させることにもなる。
効果音が用いられる 一 般的な形は、 次のようなものである。(a)セリフと直接結びつく場合

と(b)セリフとは、 全然関係のない湯合とがある。 このうち皇は、 さらにいくつかに分けて考
えられる。

⑦場面の設定 ②場面の説明 ③時刻の説明 ④場面の展開〔発展J ⑤場面の転換
⑥人物の動作 ⑦人物の登退湯 ⑧人物の心理状態の説明 ⑨人物の心理状態の強詞

1 .音響効果の基環

私たちのまわりには、 いろいろな音ガあります。 その音をとのように表現させるかという
ことが、 音響効果の役割です。 一番簡単なことは、 その使用する音源をそのまま利用すれば
よいのですが、 そんなことをすれは芝居がメチャクチャになることは、 目に見えています。

ここで重要なことは、 聴覚である耳の構造的理解が必要になります。 劇場において、 あく
まで自然的かつ補助的（こ聞こえるかということが重要になります。 現在では、 マイク等を使
用する事により、 遠くの音を近くで聴くことができます。

さて、 耳で聞く湯合とマイクを通して聞く場合と、 とのような違いがあるのでしょうか。
マイクを通して聞くと、 風の音やまわりの雑音まで聞こえてしまいます。 耳で聞く湯合は

とうでしょう。 耳は、 必要な音だけを聞き分ける事ガ出来ます。 ですから同じ音量でセリフ
と音を同時に流すとしたら、 耳はどちらかの「音」に反応するか、 両方を聞き取ろうとして
反応が弱くなるかとちらかになります。 ですから、 音響効果においてセリフの邪魔になる音
は、 よい効果音とはなりません。 まずは、 このことが音響効果を始めるにあたっての第 一 歩
だと思います。

〔1〕 音の三要素
主観的な音、 つまり私達の耳で聞いている音の性質を大別すると三つの要素がある。

① 音の大きさ（強・弱）
音量(Loudness)をいう。 物理的には単位面積当たりを通過するバワ ー (power)で表すも

② 音の高さ（高・低）
周波薮の高い音と低い音の区別をいう。 普通は ＂ ピッチ ＂ と呼ぷ。 物理的にはHz 堕図こで

表す。 音楽では相対的な高さを重視して音程という。

③ 音色 （訊Iうともいう。）
①の音量と②のピッチが、 同じであっても、 人に違った晉として聞こえるときは、 それを

“音色
”

が違うという。

音は感覚的に違いがあり、 硬い音 ・ 甘い音・軟らかい音・金屡的な音 ・ 幅のある音 ・ 丸み
のある音などに聞き取れます。 すなわち、 その湯の雰囲気を自分の耳で聞き、 それを感じ取
り、 いつの間にかその湯の雰囲気を作ることが出来れば、 その芝居のなかでの〔音響効果〕
の役割の6 0％はしめていると言えよう。

つまり、 観客の受け取り方に対応した適切な音の選択が必要になってく．るのである。



〔2〕音の性質 C音の消え方 ・ 曲がり方）
音は、 光や水になぞらえて説明される事が多い。 音は、 ［光〕のように直進し、 鋭く反射

する性質もあれば、 ［水〕の流れのように自由に曲がる性質も多少もっている。
音は、 〔壁〕（こぷつかった湯合、 次の玉つの変身力ゞおこなわれる。

〈反身寸〉••音がはねかえってくる。 〈屈折〉壁にそって流れていく。 水の流れと似ている。

〈透過〉・・壁を通り抜けて音が外へもれる。 近所迷惑の原因。

〈吸収〉・・光が黒い壁に吸い込まれるように、 水がカ ー ペット（こ吸い込まれるように、 音も壁
そのものに吸い込まれて消滅するe

〈共鳴〉・・壁がピィ ー ンとうなる。 音波で叩かれて、 壁が鳴るという現象。 だから、 この音は
いつでも同じ音であり、 また、 室内にも室外にも出ていく。 そして、 この音の方向性
も壁に直角である。

音の大小と強弱は、 実は同じである。 ピアノの鍵盤を強く叩けば、 大きい音 ・ 強い音が出
るし、 軽く叩けば、 小さい音 ・ 弱い音が出る。 ただ、 音波の強弱とは必ずしも 一 致しない。

ひとつには耳の善し悪しがあり、 もう 一 つは周囲の騒音の問題がある。 昼間に聞いていた
ポリコ ー ムで深夜鳴らすとびっくりするような大きな音がするも それは、 音波が強くなった
わけではなく、 周囲の騒音が無くなって大きく聞こえるということです。

ですから、 会場でのサウンド ・ チェックも、 観客がいる時といない時・多いときと少ない
ときでも大きな違いがあるのです．

〔3〕 音の役割と方向性
音は、 その時代 ・ 季節 ・ 場所 ・ 時間等の考慮によって、 風の音や雨の音、 街の騒音なとに

変化し 一 様ではない。 セリフと芝居の持つ雰囲気との調和が重要なのである。 また、 場所（こ
よる方向性 ・ 距離感（こついても同様である。 つまり、 観客や役者に心理的影響を喚起させる
ものである。 しかし反面、 すぺての効果音は意識的に印象付けようしてはならない．

完全に調和のとれた音は、 観客の注意を引くものであってはならない。 印象に残る音は、
邪魔音である場合が多い。 音楽においても親客に心理的影響を喚起させる為のものであり、
広範な構成から選択するぺきである。

※効果音楽について
効果音楽ということばの表現が、単に音楽という表現と違う点は、 音楽を効果的活用する

為という前提に基づいて作られたのが《効果音楽》です。 《効果音》も《効果音楽》も原則
的には、 演劇または、劇的なものを助けるその効果を助長する 一 つの手段であるからです。

芝居を中心にして考えたとき、 音楽は《効果音楽》の壊を脱してはいけないのです。
通常、 伴奏音楽〔訪杓屁〕といわれているものガ、 その存在価値を認められるのは、 まず

第 一 に、 こうした芝居自体をいろいろな意味で盛り上げる力があるからなのです。 そして、
通常の芝居に使用される音楽は、 次のように分類することができます。

① テ ー マとしての音楽 ② 湯面転換の音楽 ③ 場面移動の為の音楽
④ 時間の経過を表す音楽 ⑤ 幻想的なものや夢幻的なものを表現する音楽
⑤ 雰囲気をかもしだす音楽 ⑦ 人物の感情表現を助ける音楽
⑧ 効果音の代わりに使用される音楽

以上のよう（こ芝居に音楽が、 いか（こ効果的に使用されているかがわかると思います。
これは、 芝居自体が感覚的•印象的に発展してきた為に、 音楽の占める割合が次第［こ大き

く、 また広くなってきた結果だと思います。 ですから、 《効果音楽》をさらに効果的に使用
することができるようにな訊ば、 さら［こ芝居が発展していくのだと思います。



2 . 音響効果プランの制作

〔］〕奎の倉」辻巨
凸 芝居全体のスタイルをこわさないこと。例えば、写実的な芝居1こ漫画的な音や電子音楽を

使うことは異質的なものとしてその芝居をぷちこわす可能性が高い。

V 影の力となり、表面に出ないように努める。役者の演技や台詞を邪魔するような大きい音
•特異な晉を出さないように心がける。

令 あまり音を作って出さないこと．台本の卜書きにあるからとか、演出の注文だからという
ことで、むやみに音を出さないこと。プランナ ー は、専門の立場からその音を整理して芝居
の流れにそって、要求される音を効果的に出すこと．

◇ オペレ ー タ ー の立湯になって音作りをすること。使用する音響機材の種類などによって、
音量・音質•音源の指向性•音の移動などを考慮して、イメ ー ジ通りの音を作ることが必要
である．

※音響効果が音になるまで
俗に《音》といわれる様に、日常生活から発する音 ・ 情景を意味する音 ・戯曲が、観客に

ある事を印象付ける為の音があり、音作りという作業にかかって、その音がプランと一 致し
ているか？または、戯曲に適しているか？など、稽古と並行して何度も試され、演出との打
ち合わせの上、完成した音を舞台上に、オペレ ー タ ー の操作によって出されるのである．

※音楽プランから音楽になるまで
最近、オリジナルの音楽を使用するケ ー スが増えてきました。単なる《効果音楽》や《劇

中歌》から《ミコ ー ジ刀ル》に近いものまで、幅広い形の音楽が使われています。
本来は、創作劇の場合は、オリジナルの音楽を使用する事によって、よりオリジナル性ガ

高くなります．しガし、すでにある曲をアレンジしたり、歌詞を換えて歌ったりすることは
、著作権の問題がありますので注意して使用してください。

新しく作曲したものを、とのようなテンポ ・ アレンジ ・ 音源にするのか？また、生演奏に
するのか？剛こ録音して再生するのか？歌を入れるのか？カラオケなのか？などを決めて、
キッカケやタイミングを重要視して、いやみのないものにしてください。

※音響効果の選択

•音響効果には、次のような種類があります。

= 

-[
真実音 ．．．．．． 銃声 ・ 拍手 ・ 笑い声 ． etc

巳3

擬音．．．．．．波・鳥笛．雨．etc

再生方法""”
〔＊音源として〕

-3

テ ー プ〔カセット ・ たブ‘)〕 • DAT
CO · MO · DVD 

* ［マイクによる生録も含む〕

テープ〔飩外・た1)〕.CD
DAT 。 し D · DVD

レコ ー ド〔しP · SP〕

MD 



[ 2 〕プランの作成
プランの作成にあたっては、まず脚本の構読から出発する。脚本には、卜書きに指示され

ていたり、又は、効果音となるような事象が指示されてあるが、プランナ ー や演出の創意に
より、そうでない箇所にも効果音を入れて、芝居に厚みや深みを出すことを絶えず考慮して
、脚本の 一 字一句正確に理解された効果音が配慮されなければ、正しいプランとはいえない
。したがって、芝居の発展過程をのみこむために、劇の律動やテンポを具体的に把握して、
舞台の条件〔装置・小道具の配置・人物の動き等の関係〕を確認して、その上でおおまかな
効果音が決まったならば、一つ一 つの音についての出音の方法を考察するために、あらゆる
角度から分析することガ必要である e そのとき、不愉快な音を避けて、洗練された音を選択
し、芝居の流れと雰囲気・構成に重点をおき、そしてその音（古典型化されたものであるこ
が必要である．

※プランの作成の注意点
1.場面転換における効果音の使用と利用法．
2. 残響・反響・明瞭度・現実性 ・ 幻想性についての考察。
3. 音の高低・強弱•長さなどの考察．
4.時代・季節・自然環境・風俗 ・ 地域性についての考察やその芝居の流れ、役者の心理状

態に合致した音の選択．
5.いかに臨場感・緊迫感を出すか考察すること。
6.考察しすぎて、不快な音〔大きすぎる音や糧神的に苦痛［こなる音〕［こならないように、

常に観客の気持ちになって、プランを作成すること。

〔3〕音響効果の用語 一 I

① N （ナレーうョ ‘)）．．．．．．．．． 語りの部分．

②M. E

③S. E

④8. G

⑤BGM

⑥F.

F. 0

⑦S. I
s. 0

（ミ正）＇）り）．．．．．．．．． 効果音として用いられる音楽、音楽効果．

（サりリド．I］Iり卜）．．．．．．．嗚• 音響効果。効果音�．

(lh?.りうり ‘)ド）．．．．．．．．． 芝居の進行にかぷせて流れる効果音．

(lb'J.りうり ‘)ド．ミ3
ー切り）．．．．．雹．．． 芝居の進行［こかぷせて流れる効果音楽．

(］Iード 、 イ ‘)）．．．．．．園•• 音をゆっくり流し、適正レベルまでスム ー ズ［こ滑らかに
音量を上げること。

（］ I-ド．？り卜）．．．．．．．．． 音をゆっくり流し、適正レベルまでスム ー ズ（こ滑らか［こ
音量を下げること。

（スたり 。 イ ‘)）．．．．．．．．． F. I · F. 0の一 種で、操作としては同じだが、適正
(]たり．？り卜） レベルまで、時閤やフェダ ー のゼロレベルまで時間を長く

〔※江 ー りともいう。〕 することで、観客にわからないように1;バ1i.？,）J .い）b．9り）
をおこなうこと。

⑧C. 1 (tット 、 イ）） ．．．．．．．辺・ キッカケで 一 定の音量をポンと出すこと。
c. 0 （カット 。 アり卜） ．急臨●●●… キッカケで 一 定の音量をポンと消すこと。

⑨0 。 し （たii-．うり） ……… ある音をF. 0してその音が消えたと同時に別の音を
F, Iすること。

⑩C. F （りOJ.,J1-ド） 慕＂”$… ある音をF. 0しながら、その音とクロスさせて別の
音をF. Iすること。
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〔4〕プラン表の書き方

① きっかけ表〔縦書き〕

No. パーう tリ］ •No. 湯面・キッ訪，セリ］ テ ー プ1 テ ー プ2 備 考［曲名等〕

1 p 1 ト書き 第ニフザ ー が鳴り ME 「うプ］ンザJ-9‘)」
終わったら C. I → F 、 O

2 p 3 No.91 A「3. 2. 1. ME 「歌曲狐幻J
それ ー ！ ！」 C, I → C, 0 

3 p 4 No 9 l 神「園の木の実は SE · N 「神の声」
決して”..図澤屈図且醤。 」 C. I →c.o

②音響Qシ ー ト［横書き〕 詫号(J)蒻

Q4 Q3 Q2 Q1 。¢:I 
， 

SE「l庫IJJ尻J ME「蘭勧Ii灼」 ME「うプわりた釣」 SE¢: I 
． 

ME 

② ①co ① 可―←
I 

c.o C. I c.o C. I F.O down C. I FR<::: 
' ' . ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' '  
I f i I I i i i i i i i i : i i -10 .... . . . .... . ....,... . . .  .. .. . .. . . . . ..,. . . . .. ・心と..戸石......,....................,..．...............................�......,.一
' ' 、 9 9 9 9 9 ` 9 9 9 9 9 
： ： ： ' ' : ; i i : ； : ; t i i - 9．．．．．．．．．氾・・ャ．．．，．．“... . .  - . . . . ... . . .,. .. . . .  ..・・・・し・・・・..,.............�......,..........................................,.、-
9 9 9 

．．．．．． i ．'．．．．．．i '，．．．．．．．i '．．．．．．'し．．．．．．'！．．．．．．．:'｀．．． i ' :  ' 'f 
'i ! ' 9 9 9 I I 8 ..........・ー・・・・，ず●.... ．．．．．．ゃ．．．．．．，．．．．ー・

9 9 , '

'

' ' ' '  
I 

' ' 、
： ｝ ； : i ······l·····+'····;······l······!······'·····:······!······;······! Vor8 - 7 . . .. . . . . .. . . . . . .,. . . . . .  

9 9 9 
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※ C. FとO. Lの違い
C. F O. L

F.O C. I
c.o F.O C. I I C. 0

テープ A
う ー プ B 

X
う ープ A テ ー 1 8 

\F. I 。 .L
F. I

/ 

※ UPとDOWNの区別
up DOWN 

C. I

c.o DOWN ぅー ブ A 

c.o

C. I

テープ A 

3 .  音響効果の実際

〔1 J 音響効果の仕事のすすめ方

とのような仕事でも、ます最初［こ計画を立てて、整理をしてから作業に取りかかります。
音響効果の仕事も例外ではありません。特に芝居の湯合は、失敗したからといってやり直

しが出来ません。本番では、役者の動きや照明とのタイミング ・ その他、様々な要素を考慮
しながら、その場その場で確実にタイミンクを合わせていかなければならない．

〔2〕 プラン表を作る

実際の仕事では、演出との打ち合わせを終え、稽古を見ながら頭の中で大体のプランを立
てていきます。大まかなプランが出来上がると、台本［こキッカケとなる台詞・演出の持って
いるイメ ー ジ・演出意図・芝居の長さ ・ 具体的な音の種類などを台本［こメモしていき、実際
［こ必要な音響機材も含めてプランを作っていきます。

（3 ] オペレ ー タ ー について

オペレ ー タ ー は本来、ひとりで行うものだが高校演劇の湯合は、最低2人は必要であり、
客席に近い条件で観客の立湯で、役者の気持ちを持って操作することが大切である。

音響効果として、最も重要なのガキッカケである。そして、間というものも必要となる。
間というものは、芝居の流れ ・ 湯面ごとのパランスと大きくかかわってくる。芝居のリズ

ム ・ 役者の台詞・役者の行動と合致したタイミングを、稽古の段階からやにで覚えることが
大切である。つまり、オペレ ー タ ー はひとりの役者的感覚で行動しなければならない。

それは、ひとつひとつの音の大小 ・ 高低•音色を肌で感じ取り、いま、一番必要で大切な
音を細かい神経を使って作り上げることが重要である．

音の出し方においても、指の滑らかな動かし方 ・ プランの把握 ・ 精神集中の高さ、つまり
、オペレ ー タ ー ガ舞台と一 体にならなければ、よいオペレ ー ションはできない。

音量の上げ下げにも人によって大きな違いがあり、キャスティンクと同様、スタッフを決
めるときにも経験のある人のほうガよいと思います。また、二人以上でオペレ ー ションを行
う場合は、分担をしっかり決めてチ ー ムワ ー クを中心に作業をすすめるとよいでしょう。
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〔 4 J プペレ ー タ ー の注意事項

①キッカラに神経を集中させここと。

キッカケというのは、 その行動を起こすスタ ー トの合図です。[Q·cueとも言います］
その合図は、 ル ー ズであってはいけないということです。
合図の受け取り方には、 幾つかの方法があります 令 舞台監督からのサインによるものやセ

リフの指定によるもの ・ 振りや動作によるもの ・ などの他に、 ことはで表現できない《間》
というものがありま豆操作する人間の「芝居心」に委ねられるというものです。

ですから、 ただ神経質にキッカケさえ守ればよいというものではありません。 それの多く
は機械的になってしまいます。 もちろん、 キッカケは演出意図そのものですから、 身勝手な
変更は許されません。 役者はもとよりスタッフ間にも影響を与えますし、効果が半滅するば
かりでなく、 芝居がぷち壊しになりかねません、

決められたキッカケは、 正確に実行されなければなりません。 流すときに流さなかったり
、 消すべきときに消さなかったりというのは、 全く初歩的な恥すかしいトチリです。
しかし、 その正確さは機械的であってはならないということです。 つまり、 神経を集中させ
とは、 ［思いを込める】ということでもあります。 そして、 これが難しい所ですが、 スター
臼のキッカケおよび最終的な各所のキッカケが決定するまでの操作は、 オペレーターのセン
ス1こ委ねるということなのです。 生身の人間がすることなので、 台詞の《間》の取り方・患
づかいによって、 ここからここまでを何分何秒と厳密に決めら尺るものではありません。

その時々に対応できる柔軟性と、 そして最後はキッチリ決めることのできる冷静な正確さ
が求められるのです。

②台本ではなく、 舞台を見歪こと。

音響効果の変化のキッカケは台詞だけにあるとは限りません。 また、 キッカケが台詞に書
いてあっても芝居は生き物ですから言葉としての台詞は、 読んだり聞いたりするだけでなく
見ることにも心掛けなければなりません。 台詞を見るというのは、芝居をよく観るというこ
となのです。 それが台本の中だけではわからない《間》となり、 芝居のリズムが、 つかめる
ょうになるとしめたものです。 また、 全く変化のない湯面でも注意して舞台を見ているよう
に心掛けなければ、よいオペレ ー タ ー とは言えません。

4 .音響システムの実際

※オペレ ー タ ー の基本位置

舞台
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口
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〔1〕 スピ ー カ ー の位置
舞台装置にマッチした位置で舞台がよく見える湯所に決めます。芝居の場合、上手と下手

に舞台装置の 一番後方に置き、その時スピーカーの前にバネルや幕がある湯合は、出来る限
り前後左右に移動させます。そして、どうしても客席からスピ ー カ ー が見える湯合は、黒布
でスピ ー カ ー を隠すようにします．

位置を決定したあと、音響機材のセッティンクをして、客席の中央（こ立って実際に音を出
して《左右のバランス》《バネルや幕（こよって高壌ガ聞き取りにくくないか？》《効果プラ
ンの中で最も大きく出す音に対して満足がゆくか？》などをまず第一（こ点検します．

オペレイトする位置で音量を決めるのではなく、客席中央での音量を基準としてオペレイ
トする位置と客席中央とでの聞こえ方の違いを考慮する必要がある。ですから芝居の場合、
理想なのは客席中央の後方であるが、操作するときのいろいろの音が気になるので、多くの
劇場では仮設の湯合は舞台上下の花道や音響室などで操作します。

§ 音響プースの条件
⑦ 舞台がよく見えること。 ② 台詞がよく聞こえること。
③ 自分の出している晉がよく聞こえること。
④ 音のバランスがよくとれること。

（イ）音量のバランス〔特に台詞との関係が重要〕
（口）音色［音質〕のバランヌ．

（ハ）左右•前後・上下の音像のバランス
⑤ 機械の操作音が客席にもれないこと。
⑥ 暗転になっても操作できること。その際手元明かりが舞台や客席にもれないこと。
⑦ 舞台袖と何らかの連絡方法があること。

〔2 J 音合せ
音の調整＝音合せは、素早く行わなければなりません。大まかな音合せは、大道具や照明

作業の合間をぬって行うことになりますので、あらかじめ舞台監督と打合せをしておきまし
ょう。他のスタッフの仕事と平行して行うときは、むやみに音を出すと、他の各スタッフの
仕事の進行を妨げる事があります．まわりの仕事の進行具合を見ながら、音を出すようにし

ます。特に大音量が出るかどうかのチェックは、他のスタッフの了解を得てから行うように
します．ですから、最終のチェックは、他の音が出ていない状態〔無音〕で本番同様の状態
のときの音量を決定・記録することが大切である。また、音出しができない場合は、音響機
材の操作のチェックをするとよいでしょう。音響機材に慣れることも、スム ー ズに音出しが
できる基本となるはずです。

§ 音響仕込み図

~~~ ~~~ 

~~~ ~~~

サイドモこ9- サイドそこ9-
． ． 

~~~ ~~~ 

． 10Eこ胚SP ． 
． •• ． 
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＊入力系統 ； ＊出力系統
りイヤV刃イり①- 1 :り）レープアり卜 1
りイヤVAマイり②ー2 ! ..,HOUSE 
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5 .音響関係用謬

アウトフット[output]・・・ ・・・出力のこと。回路、機器なとから送りだされる信号のことであり
また、その信号の出る出力端子を意味する湯合もある。

あおる・・・…音量を瞬間的に上げて、すく元の音量に戻す操作のことをいう。

あたまだし〔頭出し〕……録音された録音テ ー プの内で、必要としている所の最初の部分（音
先頭）をテ ー プレコ ー ダ ー にセットして、再生の準備をすること も

いかす〔生かす〕・・・・・・音響機器の電源を入れて、作動させることをいう。

いけころし〔活け殺し〕・・・ ・・・演劇のせりふ、または、動きに合わせて音を上げたり、下げたり
することをいう。

イコライサ ー [equalizer]……等しくするという意味の言葉です。周波数特性を変化させる事
によって、音色を調整する回路のこと。

インタ ー カム[intercom]……舞台の進行上、名スタッフヘの指令や相互連絡のために用いる
同時通話装置のことで「インカム」ともいう。

ィンブット[ in put]・・・ 0 ・・入力のこと。回路、機器などから送りだされる信号のことで、また、
その信号の入る入力端子を意味する湯合もある。

エ ー ユゥ ー エックス[AUX/ auxiliary]…・・・「補助の」 ・ 「追加の」という意味で、主入力や
主入力以外の予備端子、予備回路のこと。

ェコ ー [echo]・・・・・・山びこはエコ ー の代表的な例です。音を反射する壁の多い部屋で音を出す
と、音カマダフッて聞こえます．50ミリ秒以上遅れて壁などで反射してくる反射
音は、音源からから直接とどく直接音と分離して聞こえ、これをエコ ーと呼
びます。

エフピ ー [FB / fold back]…・・・出演者や演奏家が、名自のテンポや音量を確認し易いように、
せりふや音楽を送り返すスピ ー カ ー 、あるいはその装置のことを
いい、一般的に「はね返り」 「返し」と呼ぷ．

エフユー [F UJ・・・・・・アナウンサ ー が自分でマイクロフォンを生かしたり切ったりするための
、連続可変の音量調竪器のことです。 「カフ」ともいう。

エムティ ー [MD J••…•コンパクト・ティスクの約半分の6. 4cmのMOティスクのことでミニ
ティスクの略です。容量はコンパクト ・ ティスクの1一応ですガ音声信号
を圧縮することにより74分の録音 ・ 再生が出来ます，

密こす〔起こす〕 ・・・ ・・・音楽のマザ ー ・ テ ー プや効果音の素材テ ー プに収録されている音をコピ
ーし、本番用のテ ー プに作り換えることをいいます。コピ ー する段階で、
音質を補正をしたり不要の部分を抜き取ったりします，

おとあわせ〔音合わせ〕……舞台稽古または本番前に、実際の舞台で音のレベル、音質、バラ
ンス、きっかけなと、音の総合的な調整 。 点検を行うことです。

密とじり〔音尻〕……音楽や効果音などの最後の音が消える所、その音の余韻ガなくなる所を
指しま町

-43-



おとだし〔音だし〕 …… 設置を完了した音響システムから 音を出すこと、 また音を出して回路
〈梢古を開柑するという蒻囀〉をチェックすることをいう。 又、 演奏を始めることをいう。

かえし〔返し〕 ・・・ ・ ・・ ステ ー ジ上の演奏者または俳優（こ演奏音や再生音を送り返すことをいう。
演奏者同士の音量のパランスやテンポを取り易くするためのものであり、
きっかけとなる音響効果をさらに聞きやすくするものである。

「はね返り」、 「F B(］が訊恥り）」ともいいます。

かぷせる〔被せる） •••…2つ以上の奎吾をダプらせることをいう。 たとえば、 ナレ ー ションと
音楽や効果音を重ねることをいいます。 また、 所定のきっかけよりほん
の少し早めに音を出すこともいう。

きっかけ[cue]・・・・・・音を出す機会（チャ'Jl）のことです。 また、 その約束された箇所、 あるいは
機会を知らせる合図のことをいう。

きっかけあわせ〔きっかけ合わせ〕 …… 本番や通常の稽古では、 音の出し方・きっかけ•音量
•音質 ・ 寸法などを考え合わせて操作しますがきっかけ

だけを主眼とした稽古のことをいう。

きめる〔決める〕．．．． 9• ある音を上げたり、 下げたり操作する際に規定のレベルに達することを
いう。 また、 音楽や効果音などを、 途中でフェ ー ドアウトせずに音の終わ
りの部分まで聴かせて（印象的・雌隙）、 終了する場合にもいいますe

けす〔消す］……録音されている音を消すこと。 また、 今、 出ている音楽や効果音をなくすこ
とをいう。

こやおくり〔小屋送り〕 …… 劇場やホ ー ルに音響機器を持ち込んだ時、 ミキシンクした信号を
劇場 ・ ホ ー ルの既設の装置に送り込むことをいいます。

演劇の場合は、 楽屋や関係スタッフのためのモニタ ー 用として使
います．

コンパクト ・ ティスク[compact disc],••…「CD 」と略して呼［かれています。レーサ一方式によ
る小型の初91u式かう1 ・ レ］ ー ドのことをいう。

サウンド ・ チェック[sound check]・ 0 ，り•音響システムを確認・ 調整することです。

しこみ〔仕込みJ … •••アンプやスピ ー カ ー などの配置や配線などを、 仕込み図に従って準備す
る作業のことをいう。

しこみず（仕込み図〕 … •••スビ ー カ ー •アンプ ・ 調竪卓など、 上演（こ必要な音響機器すべての
配置・配線を記入した図面のこと。

し［まる〔絞る） …… 音響の分野では、 音量調整のポリコ ー ムまたはアッテネ ー タ ー を絞るつま
り、音量を小さくしたり、 消してしまうことを意味する。

たちあがり〔立ち上がり〕 …… テ ー ブ[/J-1ー やV] ー ド・プV ー ヤ ーをスター トさせて正常なスピード（こなる
までの時間をいう。 また、 音が出始めて、 一定の音量に達するま
での速さのことをいう。

ねた …… 複合した効果音などを作る場合の加工前の音の素材のことをいう。

ばらす……仕込んである音響機器などを撤収することをいう。





6 . 会館の磯器につし、て

◇ス已 ー カ ー の種類

・サイドコラム スピ ー カ ー （略して、 サイドコラム又は、 サイド）

ステ ー ジの左右の壁に隠されているスピ ー カ ー のことです。
ステ ー ジ面と同じ高さにあるため、 もっとも違和感のない効果が期待できます。

・プロセミアム スピ ー カ ー （略して、 プロセ）

客席から見てステ ー ジ上方中央（こ吊ってあるスピ ー カ ー のことです e

使い方は二つあります。

①サイドスピ ー カ ー を補う
サイドスビ ー カ ー の弱点は、 左右のスピ ー カ ー から同じレベルで音を出しても客席

中央にいないと、真ん中（つまりステ ー ジ上）から音ガ出ているとは感じられないと
ころにあります。

これを補うため、 同じ音をプロセミアム スピ ー カ ー からも出して、 左右の客席に
いる人にも、 真ん中から音が出ている印象を持たせます。

②単独で使う
上から出るべき音、 例えば、 ヘリコプター ・ 神の声なとを出す湯合単独で使用する。

・ステ ー ジモニタ ー スピ ー カ ー （略して、 モニタ ー ）

演奏者、 及び俳優にむけられたスピ ー カ ー です。
袖幕の陰から舞台中央に向けて音を出すように置きます。 また、 音の必要なアクテ

ィンクエリアに置きます。

◇ィンタ ー カムにつし、て

インタ ー カム（略して、 インカム、 またはクリアカム）は、 スタッフ同士が観客に気付か
れないように、 コミニュケ ー ションを図るための装置です。
、 、

相手の声の大きさを調整します。

こnを押すと全息のイ）力しのCALLが点りします。

マイクが生きているとき緑色に点灯します•，

CiLLうツワ靡色じ点i了します，
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]ィり(f)ON/OFF(f)]イッチです。
軋渥ほし［するが、

葬〈2醗すことじよって
？イりが生き忠す。

ON(f)状態で1回押すとOFF[：なります。

憬砂姜がないときは、？イりは切ってむ〈こと，



◇三キサ ー につし、て

役者の心に合わせて、 微妙にフェダ ー を上げ下げしたり、 幕切れを迎えるために音量を上
げたりと舞台上に効果音を出すときに、 ミキサ ー はもっとも重要な機材の一つになります。

ミキサ ー とは、 その名のとおり音を混ぜ合わせる為の機材です。 現在、 市販されている殆
とが、 P·A用のミキサ ー です。

つぎ（こ、 コントロ ー ルパネル{INPUT SECT I ON)について説明します。 メ ー カーによっては
配置が違う場合もありますので、 注意してください。 （参菱資料・ヤ？/\MR-1642蒻闘書より）

①TAPE（う ー プ知イッチ）
リアルパネルに接続されたテ ー プテッキを選択するインプットスイッチです。 OFFで、

マイクロホンまたはラインが選択され、 ONでテ ー プが選択されます。

②PAD（アッテネ-9lイッチ）
マイクロホンまたはラインの入力信号が高すきて、 ③のりイ :m卜□-Ivで詞整しきれない湯合

1こ、 スイッチをONIこしますと、 入力信号とヘッドアンプの間に一20d8の減衰量をもつパッ
ドが入ります。

③GA I N（ゲイ')J')ト□-�)
入力信号が最適なレベルとなるように、 ヘッドアンプを利得を調節します。 ④のPEAK

ィンジケ ー タが時々点灯し、 ⑮のチャンネルフェダ ー 目盛6の付近で使用できるように、 こ
のゲインツマミを設定すると、 S/N比とダイナミックレンジのパランスのとれた良好な状
態で使用できます。

GAIN INPUT SOURCE 

-60~ -50 ロ ー レベルマイクロホン（ダイナミ,)']型）

-35 ハイレベルマイクロホン(J ‘)初サ遵） ／電気・電子楽器

-20 ロ ー レベルライン（遺1ー ティオ欝魯） ／電気・電子楽器

④Cし I p（グリップイ）うり+)
名インプットチャンネルのビ ー クレベルを検出します。 各チャンネル共にチャンネルフェ

ダ ー の前(3)f)ドイ］うイザ ー

1TJ後う）でレベルを検出し、 クリッピングの3 dB手前で点灯し、 クリッ
ビングレベルに近づいたことを表示します。 このインジケ ー タ ーが時々点灯するよう（こ②・
③で調整してください。 頻緊に点灯するときは， 接続した機器の出カレベルを下げるか、 又
は③のGAINコントロ ー ルツマミで調整してください。

⑤H I G H (HIGHイJうイサ-)
各インプットチャンネルに入力された信号の高壊の音質をコントロ ー ルできます。 1 Ok Hz

が基準周波徴（こなっていますので、 高域を最大土15d8の範囲でプ ー 又卜またはカットができ
るイコライザ ー です。 ツマミ位置[O]でフラットな特性となります。

⑥M I D F R E Q / M I D (MID蒻記）卜D-lu/MI DイJうイ炉）
名インプットチャンネルの中域の音質をコントロ ー ルします。 350Hz~5kHz内の中心周波

数を最大士15d8の範囲でフ ー ストまたはカットができるイコライザーです。
MID FREQツマミでイコライジングさせたい周波数を設定し、 MIDツマミで増滅

させます。 MIDツマミ位置センタ- [O]でフラットな特性となります。



⑦しOW(LO州イ］うイザー）
名インプットチャンネルの低壌の音質をコントロ ー ルします。 10kHzが基準周波数（こなっ

ていますので、 低壊を最大土15dBの範囲でフ ー ストまたはカットができるイコライザーです
。 ツマミ位置センタ ー [O]でフラットな特性となります。

⑧AUX 1 (AUXlJ'JトD-11)
チャンネルフェダ ー 後の信号をAUXlバスヘ送り出すレベルをコントロ ー ルします。
ツマミ位置[10]で最大送り出しレベルとなります。 なお、 イコライザーツマミやチャン

ネルフェダ ー 位置の変化により送り出しレベルも変化します。

⑨AU X 2 (AUX2]）卜D-11)
チャンネルフェダ ー 後の信号をAUX 2バスヘ送り出すレベルをコントロ ー ルします。
ツマミ位置[ 10]で最大送り出しレペルとなります。 なお、 イコライザ ー ツマミやチャン

ネルフェダ ー 位置の変化により送り出しレベルも変化します。

⑩AU X 3 (AUX3] ‘ノトo- Iv)
⑪のテープスィッチがOFFの時、チャンネルフェダー前（イ］うイ炉韓）の信号を、 AUX 3

バスヘ送り出すレベルをコントロ ー ルします。 ⑪のテ ー プスイッチがONの時、 TAPE!
Nされたテ ー プの信号をAUX 3バスヘ送り出すレベルをコントロ ー ルします。 ツマミ位置
[10)で最大送り出しレベルとなります。

⑪T A P E (TAPE/PRUイッチ）
⑩のAUX3コントロ ー ルに送られる信号の切換スイッチです。 PRE側をOFF（こすれ

ばマイク信号が、 TAPE側をONにすれはテ ー プ信号がAUX 3コントロ ー ルに送られま
す。 ii)(i)0)ラー プ］イッ子がONOJ場合1：は、こ(I)}イッチ胚ちら眉I渇ってもう ー ブ雌号翰はります。

⑫1 -2. 3- 4 （アサイ')).イッチ）
名インプットチャンネルの信号をそれぞれ、 グルー フ1から4のミックスパスに送り出す

スイッチです。 〔1-2〕スイッチカゞONの状態でグルー プ］とグ）レ ー プ2のミックスバス
が指定でき、 〔3 - 4 JスイッチをONにすればグル ー プ3と4のミックスが指定できます

⑬PAN(!!')雨ット）
各インブットチャンネルの信号をアサインスイッチによって指定された名ミックスバス［こ

送り出すレベルを振り分けるツマミです。 即ち、 各インプットチャンネルの信号の音像をク
ル ー プ1-2間および3-4間のどの位置に定位させるかを決定します。

ツマミがセンタ ー 〔C〕位置で音像が中央に定位し、 ツマミが左いつばい〔0 DD J位置
でクル ー プ1またはグルー プ3の位置に、 ツマミカゞ右いつばい〔EVEN Jの位置でクルー
プ2またはグル ー フ4の位置（こ各々音像が定位します。

⑭CUE（キュ ー スイッチ）
スイッチをONにすることにより、 各インプットチャンネルフェダ ーの前の信号状態をヘ

ッドホン（モニター ）およびレベルメ ー タ ー で確認できます。

⑮CH FADER（チャ ‘)ネlbJI9-）
各インフットチャンネルの信号のレベルをコントロ ー ルします。

⑱V Uメ ー タ ー [ Peakインジケ ー タ ー 内蔵のVUメ ー タ ー です。］

VU:J.-9噌忌 そ 20VU -1 ovu -5VU ovu +3VU

-16dB (l 23mVl I -6dB (388mV) I -1 dB (691 mV) +4dB(l 。 23V) I +7dB(1 。 74V)
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廣1 企画会議 ・ 窟且会 議を経て、決足さnた輝本l：ついて、憶也が¢心l：なって冑也プう ‘） 騒 配役0決定・作品の襲l乍意庖やそ0)背景なとを晟もりし、醗み合わせ竃恩をする。
檄2 稽古の種類"(i)晨読み999 卜書きも読み、台祠は感屑を入nす［声じ也して暑み、台本を羅蒻する 0 配役を決めず1：声じ也して⑲し贋む方法も局る。

②騰み合りせ ・"役者のB役Kよって演也中心〖声を也して読み、欝み方・狐楊や閤09メだしを受けながら、投作り［局閲。
＠荒譜古 ・"台本を手1：持って、役者司±OJ距麗感・動きと台司を確かめ紅がら、稽もをすること。（半立ち稽もともいう）
®立ち稽古"・台本を放して稽もを行い、必要［なnは畜珈 •1j1違異・装置I:合nせることもある。
愈部分通し譜古 ・ 通し糧も"嶋面：と1：部分的［通し譜もを行し1、最終的じは没者0)命で全体的通し稽古を行う。音効• JI1這具を使爾して行う。
愈総稽古•••最終段階1l)通し稽古で衣裟• JI1這具•音効・使用して行う。
⑦舞台稽も 999上演する舞台じむいて、-切{/)条件を本番と司じようじ行うこと。檄ゲネうjbブローベ ［通淋りネプ0]性

檄3 遵異員ぺ"舞台稽古じ先立って、大這異 •1j1遵異を食籟する事。 憬4 這真．稽も｀＇装置を組み立て、役者を載せないで唇朋を当ててテ］卜する事。
※稽古の意味

高校演劇の場合、 放課後や日曜日等の休業日を利用することになるが、 稽古には大きく分け
て毎日続けていく基瑳稽古と公演を目的とした芝居の稽古です。 特に基瑳体力には個人差が大
きい為、 基啜稽古は、 毎日に続けていく必要がある。 普段は基瑳稽古中心になります。 放課後
といっても少なくて1~2時間、 多くて3~4時間位でしょう。 1つの作品の舞台化に当たっ
ては6カ月間稽古することが望ましい。 最低でも3 0 0時間以上と言われている。 短期集中の
場合は、勢いで熱の覚めないうちに芝居を作り上げてしまう事で， 当然、 それだけの欠陥は明
らかに現れる。 しかも、 こうゆう作り方をした湯合、 「芝居をした」という一方的な楽しみ方
に成り兼ねない。 長期間の稽古には、 精神的「持続力」、 つまり、 「1つのこと」に長期間（こ
渡って精神を集中させる力を養うことである。 ですから、脚本を選ぷ場合でも長期間に
酎える事の出来る作品を選ぷことが必要です， 一般に、 機械的に日程を決めて稽古に入るの力で
普通だが、 このような稽古では、 「台 詞」が十分に自分のものとはならないうちに、 動きだ
して（立ち稽古）しまうこともあるので無理に「台 詞」を「嘩記」しようとすることになる
。 その場合「台 詞」は、 生きた「言葉」にはならない e 読み合わせの段階で、 「台 詞」を
正確に捉える努力を続けるのなら、 「台 詞」は、 自然に「演技者」自身の言葉（こなり、 動き
（立ち稽古）に入っても、 その「台 詞」は、 生きた翌湯人物の「言葉」として魂を得ること

になる。 そうやって自分の言葉となった「台 詞」からは、 自然な演技（動き）が出てくるよ
うになる。 「台 言司」は、 「暗記」するのではなく、 自分の言葉になるように、 稽古の過程で
身に付けるものであり、 可能な限り長期間の読み合わせによって、 「台 詞」を充分に自分の
ものとしてから立ち稽古［こ入ることが望ましいし、 キッカケ。壁退湯やダメだし等の重要な事
項は、 脚本に書き込んで「記憶」させて、 内容の濃い時間の使い方をしだいものである。
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※著作権取得から公演までのプロセス

上演脚本の選定 言考

倉」 イ乍 I I 卑石 成（脚色・潤色 ・ 翻案を含む）

腿n 本こ違墨定： I 憬注意
・薗太は作君じ許可無く勝手｛：書き換えてはならない。 必ず、著作匿者切承諾を得ること。
・獅本を上窟する為じは、著 It匿者(/)承諾を得るこI:o

朋却本う夫定

著作権許可甲請 NO 

YE S 

＊上演形態の確定（決定台本0葛蒻）が条件
介著作権を求粉るとこうは、

雇 曲，、作者・出屈社・息l i乍肩団・著作匿管唇匝体・屈羅保行者はど
そil)他ヽ，作者・出版社・制作劇目・著作匿管理団体・屈撞保持者はど

上演許可の取得 ｝是 出

練習開始
•練習開始以弩［大屑な上窟内容（台本）釘変更が生じた場合、 必ず、著作匿じついて許可を得たとこうじ変更府容を
通知して、再度そ(/)点[つぃtの了承を欝ること゜

［その他の著作権関係〗
•音響で使爵するi11i （講面等）、CD等府録晋物、イ‘)9 ー ネ＇）卜がら切りり ‘)0 ー ド 使用リストの作成

・キャうり9-じ関するも飢籠り暉り付け、湛具QJテサイ）十著作権及び著作隣接権との関係を確認

〔練 習〕
読み稽古
半立ち稽古
立ち稽古
通し稽古
ゲネプロ
リハ ー サル

練習に使用

著作権等に抵触する場合は許可由請

使用できない

塵

山
山

上 官ん'‘ 主催者（学校§地区事務局，県事務局，大会実斤委員会 等



|． 舞台照明

〔1〕舞乞輿冥曰月とこに弐．．． 7
舞台照明とは〈光〉を扱う仕事です。 そして舞台照明で 一番重要なことは、 〈見えるように

すること〉です。 舞台上にあるもの、 舞台上で行われていることを見えるようにすることなの
です。 それもただ万遍なく見えるようにするのでなく、 観客の一番見たいものを見えるように
する。 こちらの見せたいものを、 見せたい形で見えるようにすることです． その〈光〉に色付
けたり、 明かりに変化させることは見せたい形で見せるための 一 つの手法なのです。 では芝居
の湯合、 見たいもの ・ 見せたいものは何でしょうか。 その99％は役者だと言っても過言ではあ
りません。 その役者の立っている所、 演技する所にどのような照明をあてる力、、 これが照明の
一番難しい部分であり、 一番技術の要するところです。 通常は適当な光と影のパランスで、 人
物の顔を見せるようにします。 一番見なれた角度の光線を無意識のうちに基準ととして考え、
それ以外のものを不自然な、 異様な光として感じ、 その異様さ ・ 不自然さが日常と違う感覚を
生み、 芝居のある場面にビッタリと合ったとき、 照明のとても有効な表現手段となることがで
きます。

観客は当然のことながら客席から見ています。 そして一 度座れば通常その席から移動するこ
と無く最後までそこから見ています。 つまり常に 一 定の距離から、 一定のロンクショットで見
ています。 映画やテレピのように見せたいもの、 強調したいものを画面 一 杯にクロ ー ズアップ
することは出来ません． 芝居の湯合は、 全観客の注意をある部分に向けさせなければなりませ
ん。 通常、私たちは視野に入るものの中で 一番明るいものに眼が行きます。 そこで 一番重要な
もの、 一番見せたいものを一番明る＜すればよいのです。 観客の注意のいかない部分は、 明る
さが不足していてもよいし、 極端に言えば真っ暗でも構いません。 そうすれば自然1こ観客の眼
は強調すべきところに集中するのです。 広い視野を全体として把握するには、 万遍なく配光さ
れていることが望ましいのですが、 舞台上では、 その中で起こる「出来事」を見せることガ必
要なので、 中心になる「出来事」が演じられるポイントに、 観客の意識が集中されるように仕
掛けを作っておかなければ行けませ ん．

〈光〉は物に突き当たることで、私たちに存在を明らかにしますが、 対象を外れると影も見
せずに通り過ぎていきます。 舞台照明の効果のあり方を技術面から考えていくのは、 相当根気
のいる作業ですが、 器材が足りないなとと言わずに電気スタンドなとを持ち寄ってでも、 手持
ちの光源と光量を増やして、 とう使ったら効果的な結果が得られるのか、 フィ ー ルドワ ー クを
多く経験しておくことも実際に照明ブランをつくる時に役立ってくるはずです。 そして、照明
を扱う人のセンスによって変わるものだと思います。 ひと口にセンスと言っても、 つかみとこ
ろのないあやふやなものですガ、 「素晴らしい明かり」とか「見事な照明」とかを目指したセ
ンスと言うことではありません。 どうその芝居にマッチする明かりにするかということが必要
であるのは、言うまでもなく、 結局のところセンスとは、 とれだけ演技者と共に同じ空間。同
じ時間の中で、 一緒に芝居を創っているかということなのです。 実際に照明器具と1中良しにな
るのは、 ごく僅かな時間だけです。 でもそれまでに接することの出来るものは数知れずあるの
です。 舞台装置・衣裳・メイク、音響効果・役者など自分の芝居について知らないことの内容
にしておかないと本当の照明プランは立てられないでしょう。 この芝居に何が必要で、 何を表
現したいのか、 その見極めが大事になってくるのだと思います。大変ではありますがやりがい
のある仕事だと思います。 是非めげずにがんばってください。

合舞台照明のポインド

① 舞台及び役者を見せる
② 照明器具の使用で舞台上の情景を説明する。 （時刻・季節・湯所・天候・方角）また、

自然描写、 幻想、 雰囲気を構成する。
③ 舞台装置、 衣裳を光の明暗、 色彩の濃淡、 光の変化で効果的に見せる。
④ 時間の経過、 舞台空間の転換を表現する．
⑤ 脚本の内容を表現し、 登湯人物の心理表現に協力し、 演技を助け、 決して邪魔をしない

ようにする。
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〔 2 〕9，察巳月琴真とこ言丘とイ肩『

(1) 照明器具の分類
①レンズあり＝普通、スポットライトと呼ばれる全ての照明器具、平凸レンズスポット、
フレネルレンズスポット ・ インステップレンズスポット等で光をひとつの任意の方向へ集
中的に照らすための器具。これらは、フォ ー カスによって、レンズと電球との間の距離を
変えることによって、エッジの大きさを任意に変えることができる。但し、レンズの大き
さ・対象となるものとの距離・角度によって、その最大の大きさには限度がある。

※ スポットライトの構造（例，平凸レンズスポット（T-1〕500川） ＊ 叱づ粛外ともいう。
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電球（光源）
8 

~~~ ⇔⇔反射鏡（ミぅ ー ）
I 

フォ ー カス棒
8 

t - 9 フォ ー カス棒固定ネジ
電球位置調整固定ネジ

フォーカス棒の出し入れによって、フォ ー カス（投光面の大きさ）を決めます。ソケットホ
ルダ ー をレール上で前後させることによって、電球（光源）の位置を移動させる方法ガ 一 般的
です。

投光面の大きさは、レンズと電球の距離（こよって変わります。即ち距離を多くとると小さく
なり（フォーカスを引くといいます。）、反対に近づける程大きくなります。 （フォ ー カスを
出す。開く・広げる、という言い方をします。）電球位置の調節は、使用するたびに必要とな
ります。固定ネジをゆるめて、ライトコ ー ドを通している筒を持ち、上下動（こよってレンズと
電球との中心線が合っているかどうかを調整します。左右（こ動かすことによって、明るさ•投
光面の形を調整します。

電球（フィラメント）の向きが正面の時、もっとも明る＜、投光面も円形ですが、フィラメ
ントを立てると言って、少し横向きにすると、投光面が縦長の楕円形になります©これは、フ
ォロー等で使う場合、人間の形（こ沿った投光面が必要なときに行います。但し、この湯合光量
がある程度落ちますので、その最小限度のところで位置を決めます。しかし、最近の器具では

ハロゲンランプを使用したものが多いので、電球の位置（さ回転 。 移動は出来なくなっていま
す。

＊平凸レンズスポット..光源の光をレンズや反射鏡によって集光し、照射する照明器具
＊フレネルレンズスポット。・照射面の輪郭が柔らかい、ソフトエッジの明かりをつくる特性を

持ったレンズを備えた照明器具
＊インステップレンズスポット・。平凸レンズスポットとフレネルレンズスポットの中間のソフ

ト＆シャ ー プなエッジを持ったレンズを備えた照明器具
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②レンズ無し＝アッパ ー ホリゾントライト ・ ロア ー ホリゾントライト ・ ポ ー ダ ー ライトなど、
広い範囲に平均的に光を照らすための器具で、光を照らす対象との距離や角度で、その範囲を
変化させる 令 非常に漠然とした指向性しか持たない光のことをフラッドライトという。

◇ポーダーライト[Bし•Bo r〗
略して、ポ ー ダ ー と呼びます。ボ ー ダ ー の設置は舞台の奥行きに応じて、舞台前から舞台奥

へ向かって大体、2m~3mぐらいの間隔で、第1ポ ー ダ ー •第2ポ ー ダ ー •第3ポ ー ダ ー 。

というように並んでいます。ポ ー ダ ー を使うときの発想は、舞台を均等に明る＜するというこ
とではありません。大道具の張り物やドロップを照明でどう染めるかということとして扱いま
す。演技エリアヘの照明としては不適当です。

回路的に言うとにいうと、3回路～ 4回路です。また、舞台の間口にもよりますが、舞台一

杯に設置されているポ ー ダ ー は、下 ・ 中 ・ 上の三区分か、下 ・ 上の二区分などに分けられてい
ます。
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※電球は、10OW~20 OWの白熱球かハロゲンを使用

※仕込みのときは、作業灯として使用している。また、ポーダー として使用しな
い湯合、切替えスイッチによって、コンセントとして使用できる構造のものもあ
ります。ボ ー ダ ー ハンガ ー （ロンク）＼ンカ ー ）によってスポットを吊り下げ、そ
のスポットを生かす回路として使用します。

◇ホリゾントライト［アッバ ー ホリゾントライト[UH】ロア ー ホリゾントライト[ U Hl〕
ホリゾント幕は、まさにキャンバスです。キャンバスを染めあげる絵の具ガホリゾントライト
と言えるでしょう。上からあてるものを略してアッバ ー 、下からあてるものをロ ー ホリと呼び
ます。
舞台空間全体に広がったホリゾント幕は、観客の視線を引きつけます。全体の明かりに対して
、ホリゾントが明るすぎると逆効果です。効果を予定していないのにすべてシルエットの様な
感じで、肝心の人物が薄暗く見えてしまいます。バランスのよい光量が望まれます。
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※会館によって、UHは、3色～8色[#71#72#73#78#63#22＃W]
しHは、3色～ 4色[#72#77#59#22罪］
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(2) 照明器具の配置
一般的に照明器具の配置は次の三つに分けることが出来ます。

⑦ 舞台上部・・・ 舞台上部の諸設備を隠すための 一 文字と賛の子との親客には見えない空間で
ポ ー ダ ー ライト ・ サスペンションライト ・ アッパ ー ホリゾントライトなとがあります。

② 舞台の床上・・・ 舞台の床上には、 固定の電源受け〇〔フロア ー ・ ポケット[FC]〕があり、
その回路から電源を取り、 ステ ー ジスポットライト ・ ロア ー ホリゾントライト等を使用しま
す。

③ 幕前… 舞台から見てプロセニアムア ー チよりも前方の観客席の上部を指す。 ここには、
シ ー リンクスポットライト ・ フロントサイドライト ・ ピンスポットライトなとがあります。

※劇場照明器具の配匿
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A..•この位置に設置されたスポットライトをシ ー リンクライトという。 [CL】
舞台前方上部から演技面にいる役者の顔や身体表現、衣裳の色などが、よく見えるように
投光するもので非常に重要な光です'

B..•この位置に設置さ坑たスポットライトをフロントサイドライトという。 [FSL·Fr] 
自途は、C Lとほぼ同様でCしの補助的な役目を行うもので s usとCLによる配光で照
っし切れない所を照らしだします。

C~H.…舞台上部にはバトンと呼ばれる鉄管力ゞ、舞台奥行きに比例して幾本か吊られているe

そのバトンには、 ポ ー ダ ー ライトとスポットライト等を吊ることが出来て、 回路も取
ることの出来るサスペンションライトがある。

Cのバトン•••第1ポーダ ー ライト
Dのバトン••第1サスペンションライト
Eのバトン•••第2ボ ー ダ ー ライト

Fのバトン••第2サスペンションライト
Gのパトン…第3ポー ダ ー ライト
Hのバトン••第3サ又ペンションライト

◇サスペンションスポットライト［SL·Sus】
舞台上部から主として演技面に投光さ門る照明器具です。
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I…ホリゾント幕を照らす照明器具をホリゾントライトと呼び、 上から照らすホリゾントライ
トをアッパ ー ホリゾントライトと呼ぷ。 [UHL·UH】

J・・・下から照らすホリゾントライトをロア ー ホリゾントライバと呼ぶ。

k…これは、 ステ ー ジに置かれたスポットライトでステ ー ジスポットライトと呼ぷ。
[SSP·SS] 

L•••この位置に設置されたセンタ ー スポットライトをビンスポットライトという。
[PIN·CS】

M…ここは、私たちガ照明を実際に操作するときに使用する部屋で調光室と呼ばれ、
で調光卓を操作することによって、照明の調光（光の明暗 ・ 色彩の伴う明暗など）
る。

0•••これは、舞台前の桓に沿って設置されたもので、 フットライトと呼ぷ。

N・・・大黒幕です。
P ・・ ・ホリゾント幕です。

r
` 

s u ミら 〔頭 ・ 肩〕

Cーし一
〔客席に向いている面〕

C しー

[ l Hし ・ しHJ

F r

[ F L】

この場所
ガなされ

（身体の側面）
F 

零虐

※この図は明かり作りの基本ですも良く覚えてください
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(3) 舞台照明器具の名称と記号

田各 ． ⇒ 名 矛勾

s u s ●サスベンションスポットライト

平凸レンズスポットライト 0.5 KW 

平凸レンズスポットライト lKW 

フレネルレンズスポットライド 0.5 KW

フレネルレンズスポットライト lKW 

フレネルレンズスポットライト 1.5 KW

パ ー ライトCN·M·VN) 0.5 KW 

パ ー ライトCN·M·Vi\l) 1KW 

B or · BL ポ ー ダ ー ライト
UH アッパ ー ホリゾントライト

しH · St ロア ー ホリゾントライト ・ ストリップライト

E F エフェクト ・ プロジェクタ ー ・ マシン

雲・波・雨・雪•その他〔ダプ訳う→•}うイドキャリア ・ フィ1Vi..,？沙〕

言己 一一

つりこ祖型 置型

゜ 口

゜ 口

◎ 口

◎ 口

◎ 口

n 二）

n コ

＼ ／ 

口〗ぐ
(4) 操作上の照明用語

ライト・オ ー プン[light open/L. 0〕
緞帳などの中側に照明が施された状態で、その場面が開幕されること。
幕が開くの（こ合わせて、F.O.Hの明かりがフェ ー ドインされます。

ライト・カ ー テン〔light curtain /L. C 〕

幕の内側に照明が施されたままの状態で、その場面の幕が閉まること。
幕が閉まるのに合わせて、F.O.Hの明かりがフェ ー ドアウトされます。

フェ ー ド ・ アウト〔fade out/ F. 0 〕

照明機器や一つの湯面の明かりをある時間の経過の中で徐々［こ暗くして
いって、暗闇の状態にすること。 「溶暗」ともいう。

フェ ー ド ・ イン 〔fade in / F. I〕
照明機器や一つの場面の明かりをある時間の経過の中で徐々に決められ

た明るさまで、明る＜すること。 「溶明」ともいう。

カット。クロス 〔cut cross / C。C 〕

照明操作の際に「オ ー パ ー ラップ」 （ワロスフェ ー ド）を素早く 一 振の
うちに行うこと。また、 「カット ・ チェンジ」ともいう。
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カット ・ アつト 〔cut out / C. 0〕
点灯されている照明を一i舜で暗くすること。

カット ・ イン 〔cut in/C. I〕
照明を瞬時で点灯すること。

ダーク ・ チェンジ〔dark change / D. C〕

プ ー バ ー ラップ

照明を消した暗い中で舞台転換をすることをいう。 「暗転」と同義語。

〔over lap/0. L〕
湯面や景の展開に合わせて行うライトチェンジの手法。
A場面の「フェ ー ド ・ アウト」とB場面の「フェ ー ド・イン」をクロス
させて行う操作をいう。 「クロ又フェ ー ド」 〔cross fade/ C. F〕と
もいう。

スイッチ ， アウト〔switch out/ S. 0〕

又ィッチ ・ イン

フェ ー ダ ー

場面に使用する照明全部の電気回路を瞬間的に開く（消灯する）操作を
することをいう。一瞬で暗くすることをいう。

「フラック ・ アウト」 〔black out /8 0〕ともいいます。

〔switch in /S. I〕
場面に使用する照明全部の電気回路を捩間的に閉じる（点灯する）操作

をすることをいう。一瞬で華やかな湯面の幕開きを 一 層派手に見せる演出
上の手法でもある。

〔fader〕
フェ ー ド効果を得るための操作器のこと。または、フェ ー ド効果を得る

ための目盛りと指針をかねたツマミを持った操作器のこと。

マスタ ー ・ フェ ー ダ ー 〔master fader〕
詞光操作卓において特定のフェ ー ダ ー （例えば、フリ ー ・ フェ ー ダー）

以外の「すべてを 一 括制御するフェ ー ダ ー 」のことをいう。

クロス ・ フェ ー ダ ー 〔cross fader〕
調光操作卓で「クロスフェ ー ド」を行うフェ ー ダ ー のことで、二本一粗

で構成され、0 %~ 1 0 0％までの自盛りを逆方向に平行配列し、一方向
への操作で、照明場面を転換するフェ ー ダ ー で、 一 本のフェ ー ダーで上記
の機能を持つものもあります。

グランド ・ マスタ ー ・ フェ ー ダ ー [grand master fader〕
調光操作卓のすぺての「チャンネル」ーーを―ー 1舌制御する最上位のフェ ー ダ

ーのことをいう。

フリ ー ・ フェ ー ダ ー 〔free fader〕
調光操作卓で他の影響を受けずに独立した操作が出来るフェ ー ダーのこ

とをいう令

フェ ー ド ・ タイム〔fade time J
明るさを変えるために要する時間のことをいう。秒が基本単位。

エフォ ー エッチ[ F. 0. H /frnt of the house〕
舞台照明では、客席側から舞台に対して投光する照明の総称。
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〔 3 〕舞台翠明の色の羹し、方

舞台照明の「明るさ」とは、 科学的方法によって測定する明るさではなく、 人間が印象と
して感じる明るさのことで、 実際に照明がいかに明るいかではなくて、 いかに明る＜感じら
れるかである。 舞台照明の色も同じように、 その色が観客にただ色として見えるばかりでな
く、 どんな印象を与えるかということが重要になります。 基本的にはカラ ー フィルタ ー を使
わなくても、 ナマの明かりだけで清景描写や感情表現が出来るはすだと思います。 勿論、 そ
れは実際にカラ ー フィルタ ーを全く使わないというのではなく、 ナマの明かりだけではとう
しても欲しい色ができないとき［こ、 カラ ー フィルタ ー の助けを借りるという考え方です。

ですから、 カラ ー フィルタ ーを使うときは、 料理の味を付けるときの隠し味のような使い
方を心掛けたいものです。 それは、 カラ ー フィルタ ーを使用していることがわからないよう
な使い方です。

よく舞台では、 夜の場面を フル ー のカラ ー フィルタ ー を使った明かりでつくることがあり
ます。 これは、 夜の暗さをプル ー という色（こよって表現しようとするものです。 おそらく、
人間の感覚として、 プル ー ガ抵抗なく暗さを感じさせる色なので、 こういった表現法が使わ
れるのだと思います。 こうした色彩のさまざまな効果や、 感情（こ及（ます作用については、 資
料のほうを見てください。 そして、 それらを参考（こ色についての理解を深めてください。

ところで、 フルー といっても、たくさんの種類があります。 暗さを表現するという意図で
数多くのプルー の中から色を選ぷのですからここで大切なのは、 観客がそのフル ー を暗さと
感じるかどうかなのです。 暗さとしてでなく、 色として感じてしまったら、 それは目的に合
った選択ではなかったことになります。 つまり、 常誨的に夜だからプル ー を使うということ
ではなく、 どうしたら暗さを表現できるかということが、 ここでは重要なのです。 もしも、
ナマ明かりだけで暗さを観客に感じさせることが出来れば、 別にプル ー という色にこだわる
ことはありません。

俳優の演技を見せるということを度外視して、 照明だけで暗さを表現するには、 真っ暗（こ
すれば簡単なのですが、 照明の役割として暗さのなかで俳優を見せる必要があります。

この場合、 暗いと感じる程度の明るさを与える方法と演技を見るのに充分な明るさを与え
る方法とがあります。 暗さの表現のためにフル ー の助けを借りるというのは、 暗いと感じる
程度の明るさを与える方法の一 つだといえます。

演技を見せるために充分な明かりを与える方法としては、 その他にアクティンク ・ エリア
の部分だけを明る＜し、 周りの背景を暗くするという方法や、 舞台全体を暗くして、 俳優の
演技はスポットライトで見せるという方法もあります。 ここで重要なことは、 いすれの場合
も俳優が観客に暗さを感じさせる演技をすることで、 はじめて暗さの表現が成り立つという
ことです。 照明の役割というのは、 暗さを表現する俳優の演技をとう効果的に見せるかとい
うことになるわけです。

明暗を表現する他にも、 さまさまな目的で色を使うことがあります。 その湯合も使う目的
をハッキリさせておくことが大切です。特に強烈なものを表現するために、 色を使って強烈
な印象を表すときには、 それが舞台上で使われたときに観客がどう感じるかということが重
要なのです。

※ 色を選ぷときの注意事項

● 色の見本帳を見るときは、 必ず白熱電球のあかり（こ透かして見るようにしてください。
蛍光灯や太陽光線では見かけと全く違って見えます． できれば使用するスポットライト

の前にかさして、 実際の被投射物にかかる色合いを見るのが理想です。

● 色の見本帳は、 なるべく新しいものを使用してください。 年々、 新色も出てきています
し、 色が変わっているものや無くなっている色もあります。

● 人物を立体的に見せるには、 同系色での中でも濃淡をつけることが大事です， 同じ色番
号で統 一すると平面的になります。 また、 少ない色合いで、 その混ぜ具合を知ることも大
事です。 ロ ー ホリのBGRの三原色で様々な色相が出来るので冥験してみてください，
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(1) 色（こついて

絵を描くとき絵具をバレットの上で混ぜ合わせて色を作ります。 そして、 だいたい何色と
何色を混ぜれは何色になるか、 経験から見当がつくと思います。 ところが光の場合は絵と全
く違うのです。

そもそも〈色〉とは何でしょう。 物体に固有の色がついているのではありません。 光がな
いところでは、 物には色がないので戸光が当たって初めてそれぞれ固有の色が見えます。

つまり、 白色の光線が当たって、 例えばスペクトルの赤の波長の部分が反射されて、 他の
波長ガ吸収されれば、 その物は赤く見えるのです。 太陽光線をフリズムに当てると、 波長［こ
よって屈折率が違うのでそれぞれ固有の色を持つ波長に分解される、 俗（こ言う虹色です。

絵具を混ぜて、 塗り重ねていくと次第に反射する光が減ってゆき、 ついには何にも反射し
なくなる。 つまり黒くなってしまいます。 ところが色のついた光を重ねて行くととうなるで
しょうか。 色のついた光は、 ある色のカラ ー フィルタ ー を光源の前に入れて、 スペクトルの
ある波長の部分だけを通過させ、 他をさえぎることで得られるのですが、 色々な色を重ねて
いくことは、 異なる波長の光が加わっていくことで、 もとの白色光線、 つまり白［こ近づいて
ゆくのです。 そこで絵具を混ぜることを減法混色といい、 色を混ぜることを加法混色といい
ます。

ホリゾントはこの加法混色で染める訳ですガ、 理論的には三色あれば、 各々のポルテ ー ジ
を加減し混せ合わせることで、 総ての色が作り出せるのです。

光の三原色の赤•青 ・ 緑です。 色の三原色は赤 ・ 膏 ・ 黄です。 正確に光の三原色は、 オレ
ンジ赤・スミレ膏・緑、 色の三原色はマゼンタ赤 ・ シアン青 ・ 黄です。

《光の三原色》
、¢

-----、

[�碕l/

\戸x)9[-、、` 、、

、 ［責］

スレ青素虚↓胃
白

，

貴
：

‘` - - -¢ ” 『‘` ｀--�- 、 '

［う乃青〕
燃も(])9なっている部分が色0)三原色［なります。

《色彩の連想》
赤・・・太陽、 日の出、 熔 •白•••日光、 雪景色、 白雲

赤橙…巳没、 熔

橙…夕焼け、 秋

黄橙…街の灯、 夏

・薄桃・・・桜、 春 ・赤紫・・・日の出

・薄紫・・・水、 月光、 暁

・黄・・・菜の花、 水仙 ・紫・・・夢、 藤

膏緑…海、 湖水、 池 ．膏•••青空、 水、 月夜、 星空

緑•••平野、麦焙、 植物、 草原

灰…雲、 雪空、 雨空 •青紫・・・淡い海、 夜、 未明

ホリゾントライトに使用する三原色に近い色としては、 赤は、＃22番、 膏は、＃72番、緑は、
#59番あたりでしょう。 最近の劇湯では、 し H · UH ともに 4 色以上使えるようになってい

るので、 ホリゾント幕に1敗妙なタ―ッ チでの色使いガ可能になってきました， ただ、色を混ぜ
―

て作った色の場合、 時間経過を表現するときは細心の注意を払わないと、 とんでもない色に
なることがあります。

《色順応》
蛍光灯の部屋から急に白熱電球の部屋に移ると、 視野全体が黄色味をおびて感じられます

が、 しばらくたっとそれが気にならなくなり、 周囲ガ正常な色に戻ってきます． その後、 再
び蛍光灯の部屋に戻ると、今度はその部屋が膏味をおびて感じられます。 しかし、 これもし
ばらくたっと正常な色に戻ってきます。 これと同様の体験は、 サンクラスをかけたときやは
すしたときにも生じま町このように光の色に対して順応していく現象を《色順応》といい
ます。 この現象をうまく芝居に利用すると、 場面ことのリアリティが増して来ることになり
ます。
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(2) 色の使い万

色を使わないで表現できるものは、 安易に色を求めずに工夫することが大事です. wあかり
の詞光の具合による色の変化を知ることは、 照明というものの目を養うの（こ必要なことです。

①夜の情景

・地明かりとして＃71 · #72 · #73 · #77 。 #86などの濃い目のフル ー を使います。
※回路に余裕があるのなら、 ＃78があると便利です。

•月光を表現するには、 ＃64 · #65 · #67 · #76 · #79などの薄いフル ー が人物を際立て
ます。

・センタ ー フォロ ー (Dス恥卜）も同系色の薄い色を選びます。

・ホリゾントは、 地明かりと同じくらいの濃いのプル ー を使います。
*UH·#71 ·#72 *LH·#72·#73·#77※回路に余裕があるのなら、 ＃78があると便利です。

・夜の室内は、 電灯の時とロ ー ソク等の燭台では色合いガ違います。 電灯の時は少し黄色
っぽ< #45 · #46を使います。 燭台の時は少し赤めに＃34 · #35 · #38が使われます。

②夕日の情景

•月影もそうですが、 夕日、朝日などは必ず片側からの光線です。 色合いとしてアンバ ー

系の中から選びます。 濃い色を選べは当然光量が減少しますから、 状況に応じて選ぷ必要
があります, #31 · #33 · #34 · #35 · #37 · #38等ほとんとの色が情景によって使用さ
れます。

・ホリゾントは、 し田こアンバ ー 系の濃い目のもの[ #31 · #33〕を使います。 但し、 回
路に余裕がなく、 昼の湯面から夕方になり夜の場面へと続く湯合、 フル ー 〔＃72 · #77〕
と罪でWの光量を加減することで変化をつけることができます。 無理にアンバ ー 系の色を
使う必要はありません。 また、 普通しHが3回路でB〔＃花〕G〔＃59) R [ #22〕があ
る時は、 R〔赤〕（こG〔緑〕を加えることで橙色を作ることができます。 4回路の場合、
三原色以外の色をWとして、 R〔赤〕（こWを加えることで橙色を作ることができます。

UHには、＃71が似合いますかこれも昼の場面から続くときは、 ＃72 · #78［又は＃印
を入れておき、 各々の加減で表現することができま町

③夕日の片あかり

・タ日の片あかりには、 反対側からプル ー 〔＃64 · #67〕、 または、 紫〔＃87 · #88〕を
配光すると、 立体的なム ー ドのある表現が出せます。 これにフル ー の地明かりが混じると
より一層の効果が期待できます。 但し、 こうした色合いは「隠し味」ですから、 光量が強
すぎないのがポイントです。

④夜明け、 朝焼け

・夜明けのホリゾントは、 U H [#72 · #73 · #78]しH [#72 • #78 · #64 · #W]ガ理想
です。 刻々と変化する夜明けを作る時は、しHの濃いフル ー を先行させ、 UHの濃いフル
ー、 次（こしHの明るいフル ー （またはW)、 最後にUHの明るいプル ー という順で調光す
ると自然な夜明けの情景が表現できま町
•朝日（こ色を使う必要はないと思われます. wあかりが自然です。 ただ、 季節 。 地方等を

こだわるのであれば少しR〔詑2〕を加えると温かみが増します。
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(3) カラ ー フィルタ ー のイメ ー ジについて

No. 0 ・・・透明 ・ 舞台照明では、 これのみでは使用しません。 台紙として、 他のフィルタ ー を
［プう］テ ー ト］まだら、 または模様として貼りつけ使用します。 装置のガラスの代わりに使用する場

合もあります。

No.00 ・・・乳白色． 半透明 ・ スリガラスと同じような効果があります。 光を拡散させるために
［ブうlテート］｛吏います。 例えば、 強い影をやわらげるとき、 雨・霧 ・ 雪 ・ 曇った日の湯合に、 他の

カラー フィルタ ー と重ねて使う。
スポットライトの輪郭を（まかしたり、 ホリゾントライトが近すきて、 ムラの出る場

合にも使用すると効果的です。［爾リ訪— lhDOO鴨りまれ］

No.12 ..。…濃いピンク ・ ショ ー や舞踊、 音楽等の舞台照明によく使用されます。 派手な衣装に
は効果的ですが、 演劇照明にはあまり使用しません。

N0-14~16 … ピンク ・ ショ ー や舞踊、 音楽等で圧倒的に使用されます。 ビンク系の中でもっとも
桃色の色光を得ることが出来るので、 桜の花、桃の花などに使用すると効果的です。

No.17~18・・・薄いピンク ・ 朝陽や朝の地平線でしHやSSPで使うと効果的です。 肌色がとても
きれいにみえます。

Na20~26・・・濃い赤から薄い赤 ・ 火を表現する場合や血． 戟争． 太陽． など強い印象与える湯合
に使用しま町赤そのものでは効果は少ない。 対比色光として、 濃い膏を使用すると
一層効果が上ガります。 観客に強烈な固定イメ ー ジを与えやすいので良く効果を考え
て使用してください。

No.31 · 33••濃い橙色（ア加） ・ 火の補助色として使用する。 他に夕陽日没． などに多く使用さ
れます。

Na34 · 35・・・橙色（初lfー ）・タ陽夕焼け空の自然光を表現する場合やロウソク． ランプ等の燃煙
烙を表す色として多く使用される。

Nc36 ....・・橙色（ア））i-）に黄味がかった色 ・電灯． ロウソク． ランプ等の補助光線として、 また
レトロ感（セピアも）を表す色として使用される。

No.37 .……橙色（初Ji-）に赤味を加味した色 ・ 雪国の春に近い暖かい夕Bや秋の夕暮れのあかあ
かとした夕日などに使われます。 赤味が多いので橙色というよりも薄い赤色に見える
のでアクセントとして使うと効果的である。 対比色光を使うとおもしろい。

No.38 .……橙色（初Ji-）に赤味を加味した色、Na37の薄い色 ・ 赤っぽい夕焼け． 朝焼け． 電灯．
ランプの光線として使用される。

No.40~44…黄色(V砂イIO-） ・ 黄色が強いので対象物［セット・11 ー テ‘)］演技面など考慮してください。

Na45 ・・・・・・ストロ ー ・ 黄色味が目立たないので、電灯の補助色光として多く使用されます。 又
夏の日差し． 昼の光． 夕日等に効果的です。 地明かりとしても利用できる。

No,46 。。ヽ・・・レモンイエロ ー、No44の薄い色 ・ 日中の光線として使用したり、電灯の色光として
も使用しま戸

騎2 も 53…濃いグリ ー ン ， 音楽、 舞踊等で使用。 セット（こ部分的に使用する場合［罹樟翻印ぷ開］
は、 役者の顔を濃くさせますから、 使う場所と効果をよく考えて使用すること。
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No.54 · 57 · 58•••クリ ー ン．青緑色•音楽．舞踊．演劇でよく使用されます。

No、 59 · 55•••明るいグリー ン．No.59の薄い色がNa55です。 ・透明度の高い緑色であり、Na59は、
しHで使閂される。Na55は、他の色光と重ねても効果的です e

No.61 · 63••緑膏色•海湖沼．深い樹の森などに使われる。幻想的なイメ ー ジがある。

No.64 · 67・・・薄い緑がかった青色•No.64は、室内でWと混せて使われることが多い。電球色を昼
光色（こみせるときに使用します。No_67は、Na64より少し濃くなります。

Na65 · 66・・・薄い緑青色•水平線．空．月光等に使わ坑ます。

No.70 · 781…薄い紫がかった膏色 夜のシ ー ンに使用される。濃淡の組み合わせにより、

NN0.077: : 77晨；：：：口 0,：畠嘉言翌昇：て二誓明誓□
非常に多く使われます。演劇の湯合は、役者の表情ガ見

Na 76 · 78 · 780 · 788 · 79 ・ ・ ・ 淡し＼膏色•月光．夜のシ ー ン．前明かり[CL FR]に使閂される。

No81 · 83・・・・・・濃し＼赤紫色 非現実的な舞台色光として、甘美な雰囲気なとの
特殊な効果を出すような場合に使用する。

No.84 · 840 · 85 ・ ・・ 濃い紫色～薄い紫色

Nn86 ...・ ・ ・濃し＼青紫色

No.87 · 88・・・ ・ ・・ 淡し9青紫色

(4) 光の感情価値表

色そのものからの連想 抽象化された連想 ① 

15 リポン．赤．朝顔 小さな喜び．温和

チェリ ー ．苺．バラ やわらかさ．小さな花

ひなげし．梅．花 春の花．女らしさ
ン

淡く美しい

〔やさしく．やりらがく．ようこU 〕

22 カ ー ネ ー ション．けし 勇気．運動．ジャズ

日の丸の赤．カンナ 美しい．赤々燃える

血，宝石，ルピ ー 恋愛 e 火事．太陽
赤

ミカン．夕日 マッチ．炎“火
〔赤く燃える．動き．

ヵ．生命〕

抽象化された連想 ② 特殊な連想

健康的．スポ ー ツマン つくりたい

の肌の色 ・ 強さ ワンピ ー ス

の色

〔健康的〕

強すぎる．残酷

暑苦しい．異質な世界

果実の実りすぎ

水平線の月

〔重苦しい．異常〕





色そのものからの運想 抽象化された運想 ① 抽象化された連想 ② 特殊な連想

77 海． 水． 空の色． 快晴 岸辺＂ つめたさ． 深海． 夜の海． 夜空． カーテンの

滝の涼しさ． き汎い． 夜． 秘密． 幻想的． 色

蓄」Z立 冬の静けさ． さびしい 幽霊の出そうな． 病人

雪割草．

〔上品で美しい〕 〔幻想的な〕

85 ガ ー ネッ r--. 木蓮． 虹 親切． ノ ー フル． 上品 くとい花． ネオン． 月光の曲

花． エジプトカラ ー ． 高貴． 女王． 不愉快． いやな夢． きもの

ピロ ー ドの生地． 激しさ． 不安． 頭痛． 腐敗． 下品．

（上品で美しい〕 ［下品でくとい〕

86 氷． 水の底． 海の色 冷淡． 理性． 清らかさ 冬． 冬の室内． 冬の夜

あじさい． 死美人． 気高さ 寒さ． そよ風． 甘美．

膏 強いもの 幻想的ム ー ド

〔冷たくすんで． 気高い〕



[ 4〕舞台照明用語

あおる〔煽る〕… 光量の増減を繰り返すこと。

あかりあわせ〔明かり合わせ〕… 仕込んだスポットライトのフォ ー カシング（うュ ー ティ ＇）り、、
つまり、照射範囲の決定と調節）をすることをいう。

仕込み図［こ従って、器具の吊り込み、配置、フォ ー カシ
ング、を終えたのち［こ舞台装置の点検に合わせて、名覆□
ことに照明を作り、その「湯面の照明を決定」し、さつ1し

仕込みの修正、操作手順の確認、または、変化の段取りを
決めたりすることをいう。

アクティングエリア[acting area]..・ 舞台面積のうち、大道具背景に囲まれて、出演者ガ
演劇を行うスペ ー スのこと。

あたり［当たり〕・・・ スポットライトのシュ ー ティングすることをいう。

あんてん〔暗転〕… 「舞台転換」を照明を消した暗い中で行うことをいう．
幕を開けたまま、舞台・客席とも照明なしで行う場合と舞台は「暗転
幕」を降ろして、幕の中に照明をつけた状態で行う場合があります。

転換のない真っ暗な状態は「暗転」ではありません。

いかす（生かす〕・・・ 回路または照明器具を作動させることをいう。

いってこい・・・ 照明の転換でA湯面の次にB湯面になり、それが終わってまた元のA湯面に
もどることをいう。

エッジ(edge]・・・ スポットライトで照射された面の輪郭をいう。

オペレーター(operator]・・・ テザイナ ー （照明設計者）に対して、照明の現場で実際に作業
・操作をする人をいう。

かいしゃくほう〔介錯棒〕… 長さ 2 間程の竹竿または、操作金具の付いたアルミ ・ 木 ・ フ
ァイバ ー なとの丸棒で吊り込んだスポットライトの照射方向や
角度などを調整するのに使用します。

きっかけ[cue]・・・ 行動を起こすタイミングを表す言葉、または、それを知らせる合図のこ
ともいう。

キュ ー [ Q/cue]・・・ 照明変化を起こす「きっかけ」または「合図」をいう。
まに、そのきっかけ、合図によって変化が進行し出来上がった照明効

果（ン ー ン ・ 湯面）をいう。

ケープル[cab I el・・・ 電線 ・ ステ ー ジコ ー ドのこと。

きめる〔決める〕・・・ スポットライトのシコ ー ティングや「チャンネル」のレペルなどを決
定することをいう．

けす〔消す〕・・・ スポットライトなどを消灯することをいう。

ころす〔殺す〕… 照明器具などの機能を停止 ・ 固定させることをいう。
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ころがし〔転がし〕 ・ ・・ 登場人物やホリゾントや背景および切り出しなとに、 光を当てて、
(JOガう） 所用の効果を作り出すために、 舞台の床面に照明器具を置くことの俗

称です。

じあかり〔地明かり〕 ・ ・ ・ 舞台照明を組み立てるための 一 要素で、 ある演劇面に当てる均等
な明かりのことをいう。

しこみ〔仕込み〕・・・ 照明設計者の指示に従って、 仕込み図通りに各場面の照明の準備作業
をすること。

しこみす／しこみちょう〔仕込み図／仕込み帳〕．．、 上演される演劇・舞踊なとの照明に使
用するすべての器具の種別・配置・光の
方向・カラ ー フィルタ 一 番号・回路の接
続関係・調光回路番号なとを指定し、 書
き込んだ図面のことをいう。

しぽる［絞る〕・・・ 照明の現湯でいろいろなニコアンスで使われる言葉で例えば、 調光卓の
オペレ ー タ ー に「絞って」といった湯合は、

⑦「フェ ー ド ・ アウト」の指示にもなり、 また②「明るさを暗くせよ」
との指示にもなりま町

一方、 スポットライトのオペレ ー タ ー に「絞れ」といった湯合には、
③「アイリスシャッタ ー で、 光を完全に遮断せよ」との指示にもなり、と

また、 ④「光のピ ー ムの開きを小さくせよ」との指示にもなるなど、 その
時の状況とニュアンスでいろいろな意味に使われます。

なま／ナマ〔生／＃W〕 ・・・ スポットライトなとの灯具にカラ ー フィルタ ー を入れないで、
照射した光の状態などの白い光のことをいう俗称。

パッチング[patching]・・・ 照明の調光ユニットと負荷回路を接続することで「パッチする』
ともいう。

ピーム[beam]・・・ 光や電波の流れの束のことをいい、 舞台照明ではスポットライトから投射
される光の束のことをいう．

フォロ ー [follow] … 舞台上の演技者の移動につれて、 スポットライトのビ ー ムが常にその
演技者とらえているようにスポットライトを操作すること。

フライ・ダクト[fly duct] … 線樋（せんび＝照明器具を接続するためのコンセントを取り
付けた配線ダクト）を取り付けた照明用昇降パトンのことで、
「照明パトン」 「ライトバトン」と呼ぷこともある，

プラク[plug]・・・ コ ー ドとコ ー ドを接続する接続器のオスを「フラグ」という。
舞台で使用するプラグ ・ コネクタ ー は、許容電流2 O Aまでは、 C-20型

を3 0 AまではC-30型を使用しています．
※今まで使用していたA型は、 ア ー ス付きのC型に移行しています．
※今まで使用していたT型は、 ア ー ス付きのC-20型に移行しています。

ぷんき〔分岐〕コネクタ ー・ ・・ 一つのコンセントやコネクタ ー から二つ以上の回路を取るた
めに接続コ ー ドの中間に組み込む分岐接続器のことをいう．

めいてん〔明転〕 0 ・・ 舞台が明るいまま舞台転換をすることで、 舞台裏の「見切れ」なとを
ほかすために多少光量を落とす場合があります， 俗称で「あかてん」戸
もいい、 暗転の対語です。
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〔5〕照明の仕込みの手順

1． 担当者による仕込み図の打ち合わせ
（吊位置 ・ ライトとライトの間隔・回路数等の確認）

2. 仕込み ー 1 SU Sの仕込み

の サスバトンを降ろす。
※劇場ことに基本の吊り方があるので、 それを確認しながら吊り換えること。

* (llう :)/J)峙［元l：艮すため）
② サスに吊ってある照明器具以外に使用する照明器具を用意する。 （持ち込み機材など）

③ 仕込み図の打ち合わせどおりに（月帽・うイトとうイト(JJr，1麒注意して） 吊り込んでいく。

＠ 吊り終わったら、 必要になると思われるコ ー ドを用意する。
（二又コ ー ド ・ 延長コ ー ド ・ 変換コー ドなど）

⑤ サスの回路に合わせて吊り込んだライトの回路を取る。

※回路を取る時の注意事項
．雨イ ‘ノト 1 ・ ・ サスの回路の1番から取り始める。 ［入匝砂とき戻しやすいから］

．箭イントII ・ ・ 仕込み図の中で容量が大きいものから回路を取りはじめる。
（台数が多し Iもの） （猷ば、蒻かり・ブッチ・紆等）

．酎 ‘J卜11i ・ ・ 単体のものは、 最後の方で取る。 （屑えは、ネうイ・ヌキ•I]Iグトマ沙等）

．箭イ ‘ノトIV ・ ・ 照明器具に近いコンセントから取りはじめ、 なるぺくコ ー ドを少なく使用する
ょうに心掛ける． また、 コー ドは余裕をもたせるようにする。

［シュ ー トの峙I：扉魔I：ならないようI,'.]
・訂ノトV ••取った回路の回路番号を記録しておく。 ［／lッチ作纂膵＜翻ふ卜うブ闘謎翡I：対息⑰訊］

⑤ 回路を取り終わったら、 色を入れる。 ［鴻息当たり合開雛I：ぅー ト•も翡ちはし1よう［する。］

⑦ 色が入れ終わったら、 回路の点灯チェックをする。［雛韓り間違いや翻暑具0)電球紐罰を和・）りする。］

・箭釘卜VI••この時にライ臼の向き ・ エッジの大きさ等をだいだいのところ合わせておく。
《仮シュ ー ト》

［分要な場合はピこー ！Vテープを使屑する］ （荒）
⑧ 回路の点灯チェックが終わったら延長コ ー ドなとが、たるまないように固定をしー、落下

防止用のチェ ー ン（ワイヤ ーなど）が、 シッカリかかっていることを確認してから、 サス
パトンを飛ばす。 ［員党皇から駁蒻釈蒻ておく。lh猜纂睛l：翻。］

・扉心卜VII ・ ・ バトンは、 ウエイトと照明器具の台数とによってパランスが取れていなくては
ならない。 特に、 手動バトンの場合は必ずバランスを確認してください e また、
電動の場合も会館職員の方に見てもらって、 台数と重量を確認してください。

・粛イ）卜VIII ・ ・ 手の空いた照明又タッフは、 使用しなくなった照明器具・コードを片付ける。

⑨ 調光室に行き、 調光卓へのパッチを行う。 その間に空いている照明スタッフは、 Cし ・
FR ・ フロア ー 関係の色を用意する。
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3.仕込み ー II フロア ー の仕込み

の 仕込図を見て、必要な照明器具を用意する。また、指定さ坑た場所に設置する。

．凩イ‘}卜IX••この時、袖幕の位置や舞台装置の設置場所、役者の登退場□や通路を確認して
から照明器具を設置すること。幕類の近くにSSPやコロガシ等を設置する場合
は、幕より30cm程度離して設置すること。

② フロア ー の回路位置・容量を確認して、回路を取ったら色 ・ ネタを入れて、回路番号を
詞光室に伝える。 ［打ぢ合ntと違いf有る楊合は涅紛（：翡し転を受けること］

．箭イ ‘J卜X・・舞台において照明器具やコ ー ドなどが、役者の出入りや舞台装置の転換なとの
邪魔にならない様に設置して、コ ー ドが袖幕と袖幕をまたくような湯合は、ピニ
ールテ ー プやマット ・ パンチカ ー ペットなどで養生し、固定する。

③ 点灯チェックを行い、球切れやモ ー タ ー 関係が作動しているか確認する。

※ ここまでに、仕込み図に書いてあるものすべてが、フェダーに入っていなければならない

4. 当たり合わせ（シコ ー t--)

※ 始める前（ご舞台装置の置き位置、役者の立ち位置等がすべて決定して�、、設置してあること�
ヵゞ、前提となる令衷た、舞台転換によってその湯面しか使わない照明器具が有る場合は、そ
の場面ごとの舞台装置にしてシコートが必要となります。：

＊ サスのシコ ー ト
・舞台奥のサスバトンから、全体地明り関係（地明り ・ フッチ ・ エリア地明り等）単サス
（ヌキ・ネライ）などを合わせる。
・地明りの湯合、一つの区分と他の区分の継ぎ目は細心の注意をはらってフォ ー カスを合

わせなければならない。床面でむらなく明かりが当たっていても、役者が動くと谷間の部
分が出来て、顔ガ暗く見える場合があります。人の頭の高さを想定して上手くつながるよ
うにしなければなりません。

＊ フロントサイドライトのシコ ー トを行う。 ベタ(]トレ ー ト）、 クロスの二種類がある。
・ライトの台数によって、当て方が変化します。台数が多ければ、より細かく全体に当て

ることが出来ます。少ない場合は、特に役者に対して4 5 ゜ の角度から光が当たるように
合わせるとよいでしょう。また、サスの地明りの場合と同じように人の頭の高さを想定し
上手くつなガるようにしなければなりません。

＊ シーリンクライトのシュ ー トを行う。 ベタ （ストレ~卜）、クロス、対・ネうイ ・ エリア なと用途に
よってシュ ー トする。また、サスの地明りの場合と同じよう（こ人の頭の高さを想定して、
上手くつながるようにしなけれはなりません。あまり舞台奥まで当てようとすると、床面
の反射でホリゾントの色が薄くなるので注意してください。LHより前で合わせるように
してください。

＊ フロアーのシコ ー トを行う. s s pやFOOT ・ エフェクトマシンなとの大きさ ・ 角度
やスピード等を合わせる。ホリゾントに出す場合は、使用する色を出して合わせることが
必要である。 湯面によって、位置を移動する湯合は必ずパミリを入れておくこと。また、
持ち出しの湯合、コ ー ドは余裕をもたせておくこと。



〔6 J日月大9乞〕そ与オつ t士

「明かり合わせ」は、 一つ 一 つの場面の明りをどう作るかというテザイナ ー を中心とした
作業です。 ここでのオペレ ー タ ー の仕事は、 テザイナ ー の創造作業がスム ー ズに最良の状態
で進められるように、 できるだけ手助けをしていけるような配慮をする事だと思います。

それと同時に、 そこでつくられる明りを本番でとのように再現し、 操作していくのかとい
うことを考えなければなりません。

出来上がった明り一 つ 一 つの良し悪しの判断は別として、 舞台照明としての良し悪しの多
くは、 できあがった明りガ芝居のなかで、 如何に生き生きと息づいているかにかかわってき
ます。 デザイナ ー のつくった明りをその芝居のなかで生かしていく作業と責任は、 オペレ ー

タ ー の肩1こずっしりと預けられることになります。 その重荷をしっかり受け止めるために、
稽古湯での打ち合わせを重ね、劇湯1こたどり着くまでに長い時間をかけて、 さまざまな準備
をしてきたわけですし、 その過程で一 つ 一 つ解決してきたものガ、 いま問われているという
ことになります。

リハ ー サルのあいだに修正されたり、 補足されたりして、 できあがってきた照明を実行し
ていく本番での責任は、 操作をまかされたオペレ ー タ ー にあります。 とんな1こタイミングや
芝居との間合いガうまくいっても、 テザイナ ー のつくった明りが細部にわたって忠実に再現
されていなかったら、 オペレ ー タ ー としては失格ということになります。

テザイナ ー のつくった明りを正確に再現するためには、 その明りを覚えることはもちろん
ですが、 正確な「テ ー タ ー 」を取ることが必要になります。 調光室をはじめ、 センタ ー や又
テ ー ジなどの各パ ー トでも、 それぞれの作業内容の記録は大切にしなければなりません。

〔7〕テ ー タ ー の取り方

テ ー タ ー の取り方には、 いろいるな方法がありますが、 結局はとの場面の明りであっても
フェ ー ダ ーのとの目盛まで詞整されているかガ素早く確実にわかる必要があります．

場面ごとに「QNo」をつけて、 各フェ ー ダ ー に名称を付けて「組表」をつくり実際に調光
卓を目の前にして 一 目で出来るだけ多くの情報を得られるような一 覧表ガ必要です。

テ ーター は舞台上に現れる光の量を、 送り出す側の数値として控えたものですから、 明か
り合わせに使用した「名称」の順番は換えないほうがよいでしょう。

フェ ー ダ ー の自盛は、 出力1 0 0に対しての比率になっており、 目盛自体は1 0分の1の
表示しかありません。 わずか数ミ 1」のフェ ー ダ ー の移動で、 明りは1 0％の変化が起きます
から、 一寸した目線の違いや目盛への合わせ方の違いは結果的にには舞台上での大きな明り
の違いとして現れます。 このことをよく留意し、 テ ー タ ー を取る時は充分（こ憤重に行ってく
ださい。

実際には複雑で独創的な光の粗み合わせで生まれてくる一 つ 一 つの場面の明りには、 光の
織りなす）＼ ー モニ ー があります。 その場面の明りを出してみれば、 ハ ー モニ ーを乱している
場合に何がその原因なのかは意外に素早く見つけ出すことが出来ますし、 そうした目を養う
ことも非常に大切なことです。

通常、劇場の調光室からは、 舞台全体が良く見渡せるようになっていますガ、 ときとして
死角があったり、不注意でよく確かめなかったりと、 まれに光のハーモニ ーを乱す原因を見
落とすことがあります。 そんなときは他のバ ー トの人たちが、 特にステ ー ジ係を置いている
湯合は、 そうゆう立場にいる人がいろいろな場所から点検し、 見落としを知らせることも必
要です。

それも芝居におけるチ ー ムワ ー クであり、 オペレ ー タ ー 全員ガ照明全体に貴任を持ち、 理
解しているということでもあるのです。
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舞台照明テキスト

一般照明について

私達の生活において、照明（光）は必要不可欠なものです。それは、人間の玉感である
視覚(87%)・聴覚(7%）・嗅覚(3.5%）・昧覚(1%）・触覚(1.5%)
の内、 視覚による情報は87％を占めるといわれています。
私達は日常、 目で物を見ることによって多くの情報を手に入れながら暮らしています．
暗い場所では物を見ることは難しく、明るい場所でも眩しい場合は正しく物を見ること
は出来ません．
目は光の刺激を信号に換え視神経を通して大脳に伝えます。大脳は送られてきた信号
を判断して、 明るさ・色・形を認識します。

自然光をプリズムに通してスクリ ー ンに当てると、波長の短いほうから、青紫•青•青
緑・緑・黄緑・黄・黄赤・赤などの色をもった光に分かれ、虹のような縞模様として見
ることができます。 この縞模様は、光（可視光線）のスペクトル（分光）といい、 可視
光線の成分を表すものです．
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私達の目に明るさの感覚をもたらすのが可視光線です。
人闘の目に戴別できない光tこ氏人の肌に暖かみを感じさせる赤外線や、日焼け効果や
化学反応効果を有する紫外線があり、 さまざまな分野で応用されています。

可視光線の楊合、波長の違いによって成分（光の色）が分かれるだけでなく、 明るさの
感覚も違ってきます。たとえば黄や緑の光は明る＜感じ、赤や青の光は暗く感じます．
このように目が感じる明るさは、 同じエネルギーの光でも、 その波長によって異なり、
人闘が最も明る＜感じるのは黄緑系の光です。
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●自然の光（太鼠光）
自然の光は、常に一定ではありません。日中と幌夕とでは潟 自然光の入射する角度や
方向とともに光の強さ・光の色が大きく変化します．また、雲や霧の状饂季鮨ご
との太陽の軌道にも影響されます．
「自然光で見た時と同じ色に見える照明」とよく言われますが、これだけではいつの

自然光のことかわかりません．
そこで、CIE（国際照明委員会）では色温度ごとの「標準の光jというものを定め
ています．
より 一般的に色を比較するために、安定した光が求められる自然の条件は「睛れた
日の、日の出後3時開から日没の3時罰菌までで、太扁の直射光を避けた北憲からの
天空光jとJI S棗格では実用上定めています。

II光の3原色
光の3原色である青(B)・縁(G)・赤(R)を重ね合わせると、人工的にさまざま
な色をつくり出すことができます. BGRの比率が変われば、光の性質も変化するこ
とから、人工光をつくり出す際には,BGRの混合比亭が重要なポイントになります蝠

111まぶしさ・陰影
日常の生活で睛い照明のもとで長い時圃作業を続けると」目の疲労をまねくばかりか斎

作業効率の低下にもつながります。しかし苺光の量が豊富で明るいというだけでも、
よい照明とはいえません。光瓢が直接目に入ってまぶしさを感じたり、過度な陰影を

りしないように照明の質を配慮することもたいせつです．

置光色・色の見え方
照明の光の色や、その照明によっ される対象物がどれだけ自然の色に近づいて

また美しく見せ いう条件を満たすこと



111光色と色温度
光瓢の光色には、赤味を帯びたものや青味を帯びたものなどがあります． しかし、光
の色を人関の主観で表す場合、見る人によって懺妙に異なってしまいます。 一般に、
光色を物理的・客観的な数字で表したものが色温度です。

.色温度
色温度は、K （ケルピン）で表されます．
色温度が低くなればなるほど赤味がかった光色になり、色温度が高くなればなるほど
青っぽい光色になります。
例えば、睛天の日の昼間の光は色温度が高めで、白に近い色に見えます。さらに色温
度が高くなって7000K以上になると、青味を帯びはじめます。逆に日の出後や日
没薗の光は色温度が低めで、2300K以下で赤昧を帯びはじめます。
色温度の高低は、温涼感（暖かいイメ ージ・涼しいイメ ージ）に影響を与え、空間の
雰囲気を左右します。ただし、ここで注意したいのは色温度の違いは、色の見え方の
良否とは関係ないことということです．つまり や 赤味のある色温度の低い光糠が、赤
いものを美しく見せるということではありません。

色温度 自然光 人工光
12OOO 

快睛の北空
10OOO 

8000 
曇天

6OOO 
睛天昼光
平均正午の太陽光 蛍光灯

5OOO午蘭9時 午後3時
日の出2時間後 日没2時厠舗
満月

4OOO 
日の出1時閏後 日没1時関詢 スタジオハロゲン球

8000 
日の出40分後 日没40分前 一般照明ハロゲン翠

1 00W電球
日の出30分後 日没30分前
日の出20分後 日没20分前 石油灯

2OOO ろうそくの炎
日の出 日没



電球の特徴

私達が普段使用する電球は、高温度のフィラメントの発光を利用したランブで」書気
を流すと瞬時に点灯することができます．
小型・軽量で形状・ワット（消費電力）の違うものや、 パルプの透明なもの、白色の
拡徽バルプなど多種多様です。
極めて広い分野で大量に使用されています。

●集光・散光や調光が容易です。
●槙色性がよく、また発光面積が小さいので、照明された物のつや・輝き ・ 立体感な

どが演出できます．
●スポットライトなどの局部照明が可能です。

1i111電球の構造
バルブはフィラメントを保護するとともに、中を真空
にしてフィラメントの酸化償編）を防いでいます。
さらに、 一般照明用の電球の内部にはフィラメント
の蒸癸を抑え、 できるだけ長痔命を保つために、 不
活性ガス（アルゴンと窒素の温合）が封入されてい
ます． しかし、このガスによって熱損失が増加する
ので、熱が奪われにくいよう、 フィラメントを二重
コイルにしてあります。近年、アルゴンガスに比ペ
原子量が重く、熱伝導率の低いクリプトンガスを封
入した高効率・長寿命のランプも登湯しています．

-}ゎ心ン•か

'“し9

コ魯

.電球の発光原理
タングステンのフィラメントに電流
が流れると、 フィラメント自体の電
気抵抗によって2千数百度に熱せら
れ白熱化し、 やや赤みを帯びた白色
光を発します．いわゆる諧鉱炉など
で高熱化した金属が光を発している
ものと同じ原理です。

畠――
11111 電圧変動と明るさ→寿命の関係

電球は電圧が変化すると、明るさや寿命などの特性が大きく変動します。
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※電圧が低い湯合
寿命が長くなり、消費電力は少なくなりますが、明るさも低下します。
例ン：定格電圧の90 ％の電圧で使用した揚合

寿命は約3.5倍に伸び、 消費電力は約85％となりますが、明るさがやく
30％も低下します。

※電圧が高い湯合
明るさは上昇しますが、 寿命が短くなり、 消費電力は増えます．
例：定格電圧の1 1 0％で使用した場合

明るさは約40％増加しますが、 寿命が約30％になり消費電力は約15%
増加します。

II点灯中の温度
電球ぱ点灯中フィラメント温度が2千徽百度と非常に高くなるため、パルブや口金
の温度が上昇します。
舞台照明用の機材では、 周囲の温度は約150℃~200℃近い高熱になります。

.過度電流（瞬閻負荷）
電球のフィラメントは、常温では抵抗値が小さいため、スイッチONの瞬間には定格
電流値の6~7数倍の電流が流れます。
電子回路との組合せで電球を使用する場合は、 過度電擁を考慮する必要があります．

.応答特性

ランプに電圧を印加（スイッチON)してから所定の光束（ピーム）が出るまでに、
o. 1 5秒かかります。これはフィラメントが一定の温度に達するまでに時間を要す
るからです。（電球の種類によって多少時間が変化します）
またスイッチOFFのときも、 これと逆のことがいえます

1111光束減退特性
高温のフィラメントからクングステンが徐々に蒸発し、 パルプに付着して黒化現象を
起こし、光束を低下させます。

●寿命
電球の寿命は、電圧や点滅の頻度、襲造条件・使用する環境などによって多少のパラ
ツキがあります．







電気について

電気は私達生活の中に大変身近に存在しています．いまや現代社会において切って

も切れないものです。 もし電気がなくなったら大変なことになるでしょう。

現代社会は、 電気に頼った社会といっても過言ではないでしょう ．

電気はあまりにも生活に密接な関係になり、 あたりまえのように蛍光灯などの電球

が点灯し、 電気を使った器具が多くあります。 私達はそれを無意識に使いまた知ら

ないうちに使っています．

基本的な電気についての仕組みや用語はここでは簡単にしか説明できないので書店

などで本を購入したりして学んで下さい。

.電気用語

●導体・絶縁体→半導体

電気を通すものを導体（金属•水 ・ 人）といい、電気を通さないものを絶縁体（ゴ

ム・コルク）といいます。また、その中間（ある条件下で電気を通したり通さなか

ったりする）のものを半導体（シリコン ・ ゲルマニウム）といいます．

●電流(A)アンペア

電気の流れる強さ．
●電圧(V)ポルト

電気を流そうとする圧力。 H本の一 般家庭では100V
●回路

電気の流れる通り道をいいます。

●抵抗(a)オー ム…電気抵抗

電流の流れを妨げる働き。 抵抗が大きいほど熱を発生する ．

抵抗が大きいもの… 空気・ガラス・シリコン ・ 半導体
抵抗が小さいもの•••金・銀・銅・アルミ

●オー ムの法則

直流 電圧＝抵抗 x 電流

交流 電圧＝抵抗 x 電流X力率

●直流

一定方向に流れる電気． 電池や蓄電池
●交流

一定の周期で電流の大きさと向きが変化する ．

●電力(W)ワット

電気エネルギーが1秒閏に行うことができる能力

電力＝電圧 x 電流
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●いってこい

場面と湯面が何回か繰り返すこと。長くあまった照明のコードを往復させきれいにす

ること。

●かいしゃくぽう・さお 介錯棒（竿）

照明器具のシュ ー トに使う長い棒。

●かみて 上手

観客席から舞台に向かって右手の方向 ．

●きっかけ

Q•CUE（キュ ー）行動を起こす時の合図や申し合わせ。

●ころす

照明器具などの機能を停止させる、 電気が通らないようにすること。

ネジなどを締めて固定させること．

●コンモ（タ::!)

一つの回路で複数のスポットを一 緒にすること

●しこみ 仕込み

上滅に先立ってプランに基づいてセッティングすること。

●しぽる

光量を少なくし暗くすること．

照射した光のエリア（大きさ）を小さくすること．

●しもて 下手

銀客席から舞台に向かって左手の方向．

●そうさばん 操作盤

舞台・照明の電動機構を操作するところ。

●そで（まく） 袖（幕）．｀•みきり（幕）

舞台の上手・下手の余白またそれをふさぐ幕。

●だいじんはしら 大臣柱

舞台問口の左右にある柱または壁。

●たっぱ

高さを表す言葉。

●つなもと 綱元

吊りものを上げ降ろしする綱（ロ ープ）を一つにまとめてある場所

●どんちょう 緞帳

客席と舞台を仕切る幕

●ばらす

仕込んだものを片付けること
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舞台照明の機構と構成

●シー リング[CL〗

客席上部 ・ ステージ正面にあるライトでアクティングエリアの詢明りとして唯一役者

などを客の目に明るく見せるライト

●フロント(FR】

客席左右の上部にあるライトでシー リングの補助や花道・客席をあてるライト

●センタ ー ピン【PIN】

対象物をクローズアップしたりシー リングの補助的な役目したりするライト

唯一 人の操作を有する照明器具

●調光室

仕込んだ照明器具を操作する部屋

●サスペンションライト[SUS]

舞台上部に吊るしてある照明器具。 ある程度の回路と照明機材がある。

●アッパーホリゾント(UH〗

ホリゾント幕を上部から照らす器具。色を楓ぜ合わせ多彩な色をつくることができる。

●ロア ー ホリゾント【LH】

ホリゾントを下から照らす器具。 色を混ぜ合わせ多彩な色をつくることができる ．

●ホリゾント幕

一般的に舞台の最後尾にある白い幕。ホリゾントライトなどで染めシルエットや心理

描写・情景描写・自然描写を表現したりすることができる。

●ポー ダーライト[Bo r l

舞台上部 ・ サスペンションライトの前にあるライト。ステージを平均的かつ全体的に

照らすことができる ©

●ト ー メンター

大臣柱の裏にあるライト。
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●クワ ー

ステージ横の上部にまたは移動して設置するライト。

●フットライト

舞台前 ・ 花道の床に溝をつくり緞帳・花道に平行に備え付けた照明器具。

●トップ【TOP]

ステージ真上からあたる光。

その場所をクロ ー ズアップ・目立たせる ． ヌキ・ネライなど

0地明り

アクティングエリアを照らし照明全体のベースとなる明り

●ブッチ（ななめ）

人物や対象物の凹凸を強調する。地明りの補助や人物が横を向いたときのフォローに

なる。

●サイド

人物や対象物の凹凸を強調する。

●パック

人物や対象物の輪郭を強調する。

●かた明り

一方向から光りをあて、 陰影をつける。

●フット

舞台前に照明器具を置き、 ホリゾントやセットに影を出したり染めたりする。

●コロガシ ・ サイドフット

袖に照明機具を置き、衣装などを色で染めたりする。

●パックフット

舞台後方から客席に向け光りを出す． 目つぷし ・ 逆光

-86-



羞 て

誓袋�

釦負 L/ 『, 

，，，＇ 々
＇

ぞ
ぞ

疇伊 9 冨’
I 

， ',j .-·--
”呻にバ Lタ...＿ 

二：11... l,2 とご

着

①CL 前上方から

②FR 前斜上方から

③正面から

④FOOT 前下方から
⑤TOP 真上から

⑥プッチ 横斜上から

⑦ ss 真横から
⑧BACK 後上方から
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舞台照明でよく使われる用語

●フェ ー ドイン[F. I〗

明りが秒（分）単位で点いていくこと。

●フェ ー ドアウト[F.O】

明りが秒（分）単位で消えていくこと。
●フェ ー ドチェンジ（フェ ー ドクロス）【F.C〗

明りが秒（分）単位で変化していくこと。

●カットイン（スイッチイン）【C.I (S.I)J

明りが瞬時に点灯すること。

●カットアウト（スイッチアウト）〖C.O (S.O)】

明りが瞬時に消えること。

●カットチェンジ（スイッチチ＃ンジ）〖 c ．c (Sぺ99C)〗

明りが瞬時に変化すること。
●ライトオー プン(L.O〗

舞台等に明りがついた状餡で緞娠が上がること。

●ライトカ ーテン〖L.C〗

舞台等に明りがついた状鑑で緞頓が下がること。
●ダークオープン〖D.O〗

舞台等に明りが消えた状饂で緞帳が上がること。
●ダークカーテン[D.Cl

舞台等に明りが梢えた状雛で緞帳が下がること．

●スタンパイ

行動を起こす訛の準備。

舞台照明と芝居（演劇）

照明とは、光りで明るくしたりすることや太陽光線による採光に対し人工的に作り出し

た電球等によって明るくすることをいいます。

舞台照明は舞台空閻を自然光や人工光を意図的に操作して滅出することをいいます。
舞台照明家は、ステージ上（舞台空間）に有るものや行われていることを見ている人

観客に見えるようにまたは、それを意図的に見せないようにします。

舞台照明にはコンサート・演劇・舞踏など色々な分野がありますが、基本的には全て同

じといってもいいでしょう。観客に何を見せるのか、そして何を感じさせるのかが大切

でしょう。
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芝居（演劇）の場合、観客に何を見せるのか観客は何を見たいのか．それは、ほとんど
の楊合舞台で演じている役者でしょう。照明家はその役者や演技するところを如何に照

明をするかが大切で一番困難なところでしょう岱
照明は役者の演技を助けたり心理描写を表現したりすることもでき、雰囲気や時閻 ・ 季
節・場所・天候・方角などの情景を表現することも出来ます。
しかし、舞台上の照明は実際私たちの生活して見ている光りとは全く異なるものです。
昼間の太陽光・夜の月明かりやイルミネーションを舞台の上に持ってくる事が出来ない
からです．
あくまでも舞台照明は表現でありイメ ー ジです。
少しでも本物に見せるのかあるいは感じさせるのかが照明家の腕の見せ所であり楽し
みにつながるのではないでしょうか。

観客に役者の演技に妨げにならないように役者を見せ舞台上の情景・雰囲気・時間の経
過・舞台空間の転換を表現し衣装や舞台装置を効果的に見せることが重要なポイントに
なるでしょう．

カラ ー フィルタ ー

カラーフィルクー（色）は舞台照明をしていく中で最も重要な道具であり命といっても
大袈裟ではないでしょう。
カラーフィルターは他の照明器材に比ぺ安価で購入できますが、消耗品（使用しなくて
も劣化する）でもあるので、新しいものと古いもの色とびしているものとそうでないも
のと使い分けるといいでしょう．
他の照明器材は、会館によって付帯設備として借用することが出来ますが、カラ ーフィ
ルターは原則的に借りることが出来ないので事前に購入しておくことが必要です．

●色のイメ ー ジ
色のイメ ー ジは人によってさまざまです。一つの色を取っても人によってさまざま
な意見が出るでしょう．
色の番号によって、「この番号の色はよくこういうシー ンで使われる」と言いますが
この講習では、これから色々な所で自由に色のイメ ージを体験し発想して欲しいので
あえて言わないことにします．
色は人それぞれ自由に使ってよいでしょう。
しかし、一つの芝居上で色をつくっていく上で第三者（演出家など）に認められる必
要があるでしょう。
いろんな色を様々な照明器材で使ってみて試してみるといいでしょう。
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●色を選ぷ時の注意
色を選ぶ時に蛍光灯や太鵬の光で見て選ぷと実蒙に照明器具を通して出した色と違

う色が出ます。
それは、 蛍光灯や太陽光が照明器具の持つ色温度が異なるからです©
色を選ぷ時は、自分たちの使う器材の色温度に近い電球を通して見て選ぷといいでし
ょう．まに実際に対象物やそれに近いものがあれば照らして見るとより正鶴に選ぷ
ことが出来ます。
しかし，現在使われている会館の電球はハロゲン球が多いので自分たちの身の回りで
同じ電球はなかなかないでしょう。
あとは今までの経験や会館に行った時に、あいた時闘を利用して実際に色を出して試
して見るといいでしょう。
カラーフィルクーは同じ番号でも徽妙に色の濃さが違うときがあります唸それは」 製
造した日が違った湯合や（ロットが違うといいます）、何回か使用して色が養く（色
とび）なってくるからです。特にプルー系のフィルタ ー (6 0番代と70番代）に多
いので注意してください

カラー フィルタ ーの色と番号

カラーフィルク ーは国内外の色々なメ ーカーから出されていますが、ここでは東京舞台
服明で禦造販売されているポリカラ ー について説明します．
ポリカラーは、日本で一番使用されていて外国のメ ーカ ーに比ぺ色数は少ないですが解
りやすく（スペクトルの配列になっている）色の謳ぜ合わせも容易に出来ます。
会館のほとんどがポリカラーを使用しています。
色を覚えるのには基本となるのがポリカラ ーでしょう。
ポリカラーはポリエステルの透明フィルタ ー に染料を鰊りこんだものです。
使い方によっては、 フィルク ーが溶けたりするので十分注意が必要です．

白は照明ではナマ(W)といいWはWHITEの頭文字を取ったもので、フィルタ ーの
入っていない状態を言います．欧米ではN.C（ノ ーカラ ー）といいます。

光りの三原色について蘭に書きましたがこの三原色の混ぜ合わせでつくれない色があ
ります。それは黒・グレー ・茶です。
黒は照明の当たっていない状態なので黒く染めることは出来ません．
茶ログレーは黒を使い混ぜて出来る色なので、 照明の黒（光りの当たっていない状態）
でつくることは出来ません．
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〇 無色透明
oo 乳白色・光りを拡散する
I0 番代桃

20 番代赤

30 番代黄赤（アンパー）

40 番代黄
50 番代縁
的 番代青縁
70 番代青

80 番代紫
90 番代透過率を下げる

A コンバージ虻ぺ色温度変換フィルター）色温度を下げる

B コンパージン（色温度変換フィルター）色温度を上げる

※その他にエフェクトフィルターがありますが詳しくは色の見本韻を見てください。

照明器材の構造

舞台照明器具の名称は陶器具をつくつているメーカ ーの型番で呼ばれることがほとんど
ですが、愛称などで呼ばれることもあります。
型番を見るとその器具のレンズや電蹴の種類・ワット撒などがわかってきます。
器材が変わると、その器具の名称が変わるだけでなく構造や電撃の種顆が変わってきま
す。 器材の仕組みを知ることが照明をしていく上で大変重要でしょう。

●電蹴
どのくらい明るいのか、電球の種類や灯体の構造によって明るさが変化します．
（同じワット数でも明るさが違う）

●レンズ・ミラー（反射鐵）
どのような光り（ピーム）が出てどのくらいハレ ー ションが出るのか．

●重さ・大きさ・形を知る

※照明器材の構造を知ることで、そのことが現場で生かされプランニングする時にも広
がりが出るでしょう．

照明器材の種類は大きく分けて4種顔に分けられます．
平凸レンズ・フレンネルレンズ・レンズとミラ ー と電蹴が一体化（シールドピー ム球）
したものとレンズを使用してないもの（ホリゾントライトやポーダーライト）です。
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らないという考え方も生じます。
稽古が緻密に行われ演技が固まれば、どの場所での演技に、どのセリフの時に、どん

りを与えるか、プランナーは周到な計画を立てる責任があります。
すなわち、そこで演劇的に要求されている光りは、自然光としてのものではなく、そ
の演技が一番生きる印象的な光りとしてつくられたものであるぺきというでし よっ。

舞台の要求する内面的なものを表現するために、どんな明りを組立てるかという照明
の技術が要求されます．
照明には装置と違って非常に不便なことがあります．装置の場合は道具頓の段階で、
色も寸法もかなり充分に鶴かめることができるので、演出家もかなりイメージを把握
できます。ところが、照明の湯合は演出家とプランナーとが綿密に何度も打合せたと
しても、鶴実なものが演出家に把握されることはまずあり得ないといえるでしょう。
実際光りを出してみて初めて「ああこうなるのか」ということなのです。この時にな
ってやり直しといっても、舞台の現実問題としては不可能ということになります。こ
のように一番割りの悪い仕事を分担しているのが照明家といえるでしょう．

●プランニング
上演される戯曲や台本が手渡されスタッフが決まった時点からプランニングが進ん
でいきます。最初に本（台本零脚本）をよく謙みこなしていきます．卜書きや本に指
定された事柄に注意してどのようにシーンが変化していくのか、登場人物がどのよう
な気持ちであるいは動いていくのか自分なりにイメージしていきます。
このときに、できればスケッチにしたり本などに書き出したりするといいでしょう。
演出家や舞台監督・各スタッフと話し合い演出はどのように芝居をつくっていくのか、
繊客に何を見せたいのか、何を印象付けたいのか感じさせたいのかシーンごとに、
あるいは全体的に話合っていくうちにその芝居の方向性や具体的なイメージが出て
くるでしょう。
そこで新たな発見があったり、勘違いがあったりするのでここで修正できるでしょう。
照明は当日仕込みが完了したら、ほとんどの場合、仕込み直すことができません。
ですから話し合いは照明にとつて大変重要になります、解らない所はお互いに分かり
合うまで何回でも話し合いが必要でしょう。
打合せを基にして、実際に自分のイメ ー ジを具体的に考えていきます．
どのようにシー ンが変化し、どこから光が出てどんな色にするのか、役者や道具など
にどのライトを使って当てるのかどのように当てて表現するのか考えなければなり
ません。プランナーが考えたイメ ージを第三者（演出家・舞台監督）に伝えて理解を
得て了解を取らなければなりません．
舞台照明は舞台装置との関係が密接につながっています。
それは、 パネJい吊物などの舞台装置（大道具蕊小道具など）の位置、照明機構と舞
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このフェー ダー表をあらかじめつくっておけば書き込み時の書き忘れやパッチし忘
れを防ぐことができます．

デー タ ー表は、実際リハーサル時や色作り・明かり作りの時に使用しますが、あらか
じめ作成しておけば、リハーサルや色作りの作業がスムーズに進みます．

●色だし
仕込図に指定された色を用意することを、 色だしといいます。
この作業を仕込み時に行うと、作業にスタッフが取られてかなりのロスクイムになる
でしょう。単純な作業で軽視されがちですが、詢もって色だしをしておけば仕込み作
業の時間短縮につながります。
サスベンションライトごと、 シー リング・フロント・ステージごとに分けておく．
前もって、シー トに入れられるときは入れておく。
※1.5 kw以上のスポット ・ パーライトは1 kw以上で鉄シートに入れる。

また、 長い時間点灯するスポットライトにも鉄シートを使用する。

●タイムスケジュ ール
舞台監督や各スタッフと話合い、1日の作業がスムーズに流れるようにクイムスケジ
ュ ールを作成しましょう。

舞台照明のポジション

●オペレー ター
照明設備や照明器具を操作して、舞台の進行に対応して光を駆使することを照明操作

（オペレー ト）といい、 操作する人のことをオペレー クーといいます。
オペレー ク ー は、プランナーの指示道どおり手足となって働く、ただそれだけではあ
りません。その指示でも言葉による指示と文書による指示と二通りあり、この指示が
どんなに丁寧に出されたとしても、綱かい徽妙な変化の度合い、徽妙なニュアンスの
違いまで指示することは不可能に近いことです。
ここにオペレー タ ー の技術と才能にかかって来る大きな仕事があるのだと思います．
ですからオペレーターはプランナーの指示する言葉のはしばし、雰囲気から、また、
舞台稽古を見ることによって A 操作上のあらゆるポインドつかんでしまわなけれぱい
けません．
オペレー タ ー は常に自分の操作し ている照明設偏や照明器具による光の変化をしつ
かりと見ながら操作し，同時に操作していない照明殴偏や照明器具とのパランスを考
えながら操作しなければなりません．
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そのためには、プランナー自身が操作することが好ましいと考えられますが、この場
合操作する段階ではオペレー タ ー として行動すべきでしょう。
音楽にたとえると、作曲者がプランナー と考えれば、オペレーターは指揮者であり、
そして各パートの照明係りは演奏者といえるでしょう。
作曲者自身が指揮するのが最もよいかというと、必ずしもそうではないことがよく知
られているように、作曲者が名指揮者とは限らないし、名指揮者が必ず有能作曲者で
もありません。照明の分野でも同様なことがいえると思います。ブランナーの意図し
たデザインは上演される場所、条件によって、その表現手法を変えなければならない。
また、そうでなければプランナーの意図を正しく表現することが出来ない。 ここで、
有能なオペレーターの優れたオペレートが要求されるわけです。

1チ ー フオペレー タ ー

チーフォペレー タ ー は、照明の仕事全体・照明係りの人間性をも含めて把握し、プラ
ンナーの意思に従いプランナーの代行となります。
仕込図を上演される劇湯に合わせて、器具の種類を決定し台数をきめ、回路の区分を
指示してプランを現実のものにしていきます。
また、各パートのオペレー ク ーがよく理解して仕事にかかれるように、説明を必要と
する個所は充分に説明し、 打合せしなければなりません。
単にプランナーから指示された事項だけでなく」控えめにはしなければなりませんが、
自分の感じ取ったプランの意図をプランナーの意図に積み重ねる必要があるのです。
ここにプランのアレンジャ ー としての本領があり、誇りも生まれるのです．
プランナーの思いつかなかった、気づかなかったよい発想や、着想が思いつくそんな
オペレー ターでありたいものです．

IIP INスポット
舞台上の人物を照明器材で当てて追いかけることを、ビンフォロ ーやフォロ ー ピンと
いいます． 舞台上の人物を強調したいときや舞台全体を暗くした時の人物の明るさを
補いたいときに使用します．
フォロ ー ピンの第一段階は、 スポットの整備・点検・気持ちの整理でしょう．
他のパー トも同様ですが準備を怠つてよい結果が得られるはずがないからです。
舞台関係者から解っても観客からは何の抵抗や煩わしさも感じさせないスムーズな
フオロ ーであることが望ましいでしょう。
フォロ ー ビンは大抵複数のスポットを使用します。この複数のスポットの明るさは常
に同じでなければなりません．

オロ ー ピンが複数のときは連帯作業出なければなりません。この連帯作業が上手く
出来ている時くらい何の抵抗もなくや極めて自然に観られるものはありません。
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IIステー ジ
ステージ係りは、本番の進行に合せスポットの色を交換したり器材を仕込んだりパラ
シの作業を受け持ちます．
しかし、 一番の仕事重要な役割は舞台を常に監視することです。 それは、「人の動い
ているところに危険（事故）有り」です。
舞台が進行している時に常に危険がないかどうか目を配ります．スポットが袖幕に触
れていないかどうか、倒れていないか、コー ドが抜けていたり熱を持っていたりして
いないか、球切れはないかなど安全に照明器材や舞台が機能しているかどうか事認し
ていかなければなりません。もし、何かアクシデントを発見•発生した時には、それ
を修正もしくは、 連絡伝達しなければなりません。

舞台照明スタッフの1日

.搬入
搬入は前もって舞台監督・各スタッフと打合せを行い、 どの順番に搬入し何処に器材
などを置くのか決めておきます。
会館もしくは舞台監督の指示にしたがって、搬入許可が出たら初めて搬入を開姶しま
す。その時に、照明のチーフの人はもう 一度会館の照明担当や各スタッフのチーフと
打合せをし、 再度鶴認してください。

●仕込み
搬入が終わったら、各照明スクッフと仕込図の説明や変更がないかどうか、1日の仕
事の流れをここで打合せます。
打合せ後、 サスなどの吊りこみで使用する器材を用意します。

●サスを降ろして吊りこみを始める。
サスのバランスに注意して吊りこむ。
仕込図通りに正確に吊りこむ。
落下防止のチェ ー ンは吊りこんだらすぐにかける。

●回路を取る。
シュ ー トやパラシのしやすいように余分なコ ー ドは使用しない。
コ ー ドがライト点灯時にスポットライトやピー ムに触れないようにする．
回路の容量に注意してオーパーしないようにする．
コンモ線に注意して回路の取り開違いのないようにする。
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●色を入れる。

仕込図をよく見て、 正確に色を入れていく。

シー トが落ちないように、 ストッパーやネジは鶴実に止める。

シー トがスポットライトに密着しないようにします．

●サスのバランスに注意して調整する．

アンバランス（アンバラ）になることが判っている時は、あらかじめ鎮を積んで調

整する．

事故防止の為アンパラな時間を長くならないようにして下さい。

●回路もらい仮シュ ー トをする ．

仮シュ ー トは、あらかじめスポットライトをあてたい方向や大きさなどを目潤で合

わせる作業のことを言います。この作業がうまくいくと実際のシュ ー ト作業の時闘

短縮になります．

●球切れやNGがないかチェックする。

●回路の取り罰違いがないかチェックする。

●余ったコ ー ドや器材を片付ける．

●今までの注意事項を再度鶴認する ．

·ハンガーや器材のネジが適度にしまっているか葎認する．

●サスを適当な高さまで飛ばす。

●パッチ

サスで仕込んだ器材を調光卓で操作できるようにパッチという作業を調光室で行

います．

前もって用意したフェ ー ダー表と仕込図を見ながら書き込みをしてパッチをしま

す． パッチをする時は、 ステージにいる人たちが作業するのに差し支えない明

さまで全体の照明を蒋として行います。 実際、 明りがついた状態やサスが調光室

から見えないところでパッチをするので、調光室とステ ー ジの二手に分かれて仕

込図を見ながらパッチするといいでしょう。

●ステ ー ジの仕込み
ステージで仕込みをする時は、周囲の状況を見て照明器材を置いても差し支えの

ない状態になったら使用する器材を用意して、 仕込みを始める ．

器材は袖幕が上から降りてきてもぶつからないところやライトが点灯しても触れ

ない位置に置き回路を取りパッチをする。
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●袖・タッパ

舞台監督や各スタッフのチーフと袖幕のせめ具合（袖幕を閉じたりあけたりする
ことをセメル ・ 開くといいます）サスやバトン等の高さを決めます．

●シュ ー ト

照明器材の角度・向き・ピームの大きさを決めることをシュ ー ト（フォ ーカス•あた
り合せ）といいます．

シュ ー トを行う時は、外光が入らないように本番と同じ状離でします。
作業は、調光室からフェ ー ダー をあげて指示されたスポットを点灯する人（オク
リ）灯体の向きや角度を変える人とそれを指示する人（プランナー又はチーフ）
が必要です．

●色作り
湯面ごとやきっかけ順に明りをつくっていくことを明り作り・色作りといいます．

調光室と客席とは光りの見え方が違うので観客の目縁でつくる。

●リハーサル
リハーサルはきっかけだけを迫っていくキッカケ合せ（テクニカル ・ リハーサ

ル）と本番どおりに行う（ゲネ・プロ）があります．

●寵し
リハーサルで生じたNG（良くないところ）はゲネプロ ・ 本番前に修正する、〗

最終瀧認をする。

●本番
定刻（決められた時間）で本番が始められるようにスタンバイ（準偏）をする。

＊ マキ（決められた時間・進行時間より早い状態）

＊ オシ（決められた時間・進行時間より遅い状態）
＊ 

●撤去（バラシ）・搬出
舞台監督からパラシの許可が出てから開姶する。

パラシの手順も舞台監督・各スクッフと打合せをしておく．
搬出経路の鶴保・仕込みの逆順で撤去する・現状復帰（もとの状饂もとあった場所に

器材を戻す）・退館時間を過ぎないなど速やかに撤去し搬出する．
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舞台上の危険

よく「舞台は魔物」といいますが、舞台上ではいろんな危険が諧んでいます。
一つの芝居では、 それに従事する人達が各ポジションを受け持ち、 同時に違う作業を
こなして行きます。 この時に、 些繹なことから大事故につながることがあります。
いまや舞台機構や器材は複雑大掛かりになり電気を動力としコンピュ ー タ ーで制御す
るようになってきました． しかし、 それらを操作するのは人間の手です．

このことから、複雑な舞台機構や器材を使用していく中で、少しの気のゆるみや不注意
でけがや事故につながります。特に照明は、電気を使い（感電•漏電•ショ ー ト）危験物

（割れ物）の使用や高所での作業（蓄下）溶暗での長時圃の作業が強いられます．

照明の仕事は作業している当人や第三（観客など）に対してけがや事故が発生する要因

が潜んでいます。仕込み時・シュ ー ト時・パラシ時にけがや事故が多いようです．

舞台の仕事は い 人の目に見えないところや溶暗の中雑音の中で作業します。声を大きく
出すことは指示の鶴認のほかにJ自分自身の存在を他の人に鶴認させたりや作業の進行
を舞台上の人に知らせる役目を持っています。
普段から安全に留意しけがや事故のないように無事に公演が終了することが大切です．

●事故の要因
技術の未熟（あせり・器材や設儲の取り扱い）
慣れ（油断）

不注意
手順の狂い不手際
設備・器材の故障やメンテナンスの不備
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［ メイクの基本について 〗

《準 備》

ますメイクアップにかかる前だが、 自分の楽屋入りの服からいきなり衣裳に着替えてメイク
を始める人がいる力ゞ、 これは絶対にいけない。 基本的には、 メイクアップを済ませてから衣裳
を看替えるぺきで、 これは役者としての最低常穐である。

《地塗り》

メイクアップの始めとして顔に地塗りをする前に顔を洗い、 化粧水（ア］トリ）ゼン）で顔をよく拭
き油っ気を落とす。 肌をひきしめたほうが地塗りのノリがよく、 顔についた埃や汚れ力兌これ、
また、 油性のド ー ランをつけるわけだから油きらす（こすむ， この頃では、 スティックのド ー ラ
ンや多種のファンテ ー ションが市販されているから、 その人の肌に合ったものを求めることも
大事である。

舞台化粧の地塗りの場合、 厚くもなく、 さりとて余り薄くもなく、 その頃合いが初心者には
難しいが、 それは、 毎回の繰り返しで覚えてゆくしかない。 手加減によってムラになってしま
ったり、 まったく塗っていないよう（こ薄くなってしまったり、 壁塗りと間違えているように厚
くなってしまうものがある。 その出来具合は、 必す親しい先輩に聞た方がいいし、 それも出来
坑［出絵を嗜むような先輩（こ聞くほうがもっと得策であるe 地塗りの前に役柄によって眉毛を変
化させたい湯合は、 眉つぷしで盾毛を消しておかなくてはならない。

毎日塗っていても地塗りのノリが悪いという時があり、 特（こムラ（こなってしまう場合は、
その人の健康状態に関係ガあり、 そのひとつは寝不足で、 これは途端（こ肌にひびくので注意し
た方がよい。 つまり、 日頃の健康（こ充分（こ留意すること。

地塗りが出来上がったら役柄によっては首筋にもチョット濃いめのド ー ランカ、、 明るいフ
ァンテ ー ションでかる＜塗っておくことを忘れないこと。 特殊な例は別だが、 顔ガ面を付けて
いるように、 顔と首との色合いの差がハッキリしすきるのは、 あまりよくない。

地塗りのあとは、 メ ー キングパウダ ー でそれも無色の粉をパフではたいておく。 自然に出
てくる汗（こ対しても絶対（こ必要である。 まだ、 脂性の人のために油取り紙があるので使用する
とよいでしょう。

《 眼 》

さて、 地塗りのあとは、 まず眼から化粧するのが順当である。 いきなりその人の癖で眉を描
いてしまう人もいるがそれはやめたほうがよい。 眉ばかり目立って表情の変化に乏しい役柄（こ
なってしまったら台無しである。 眼というもの本来、 その人によって違うし、 大きいのや小さ
いのや目尻が上がっているのやその反対や二重瞼も 一 重瞼もあり、妙（こ奥に引っ込んでいるの
や瞼の腫れほ＇ったい人やいろいろあって、 昔から役者には、 『目千両』という言葉があるくら
い、 舞台で生きるも死ぬも《眼》であるからこそ、 この眼のメイクアップは大切なものとなっ
てくる。 メイクによって眼が生かされてくるようになるには、 時間がかかるから気長に構えた
ほうがいいが、 何も研究しないのは駄目である。 -—----- - - - --

女性の普段のメイクでも目張りに苦労するものらしい。 目張りは、 黒のド ー ラン ・ ペンシル
ゃマスカラで塗るのである力ゞ、 今は紺や茶やいろいろな色の物が売られているので役柄に合わ
せて使い分けるとよいだろう。 この要領は、 サッと手早く引くのがコツであり、 ゆっくり引い
ているとギザギザになったり、 ポテボテとついてしまったりして思うようにいかない。

目元をくつきりと筆なとで引くのは、 熟練を要する。 また、 いまだ眼の上にペッタリと膏い
ド ー ランを塗る人違がいるが、 とんな役柄でもという場合はいただけない。 宝塚やSKDのよ
うに、 「ああすれば、 美しいメイク」と思っている人も大間違いで、 あのメイクはきらびやか
な衣裳や髪形に合ったものである。 しかも観客の好みや大劇場という条件と相まって、 自然と
出来上がったものであるから、 何にでも通用するものではない。 目張りの作業は、 大変なもの
であって 一 重瞼や眼の引っ込んでいる人は、 特に注意をしながら、 しかも手早く描き、 眼もと
涼しく描くのガ眼が生きてくる 一 番の要点である。
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《盾 毛》

眼が出来上がったら眉毛であるが、眉を消してある上に筆で描く場合も、また自分の眉毛を
強調する湯合も、 また細く線を引く湯合も今度は丹念に描いたほうがよい。 眉毛の場合は、髪
形との関係が微妙である。 黒のド ーラン ・ ペンシルで太々と描いてしまっては、 落ちにくくな
るから注意が必要である。 若い人ガ老人を演じる場合や極度太い眉毛を必要とする場合は、 描
くよりも眉毛を作ったほうがよい。 ひげも同じである。

《 唇 》

紅をさす時も役柄によって、 白・膏・茶を塗る場合も基本はサラッと塗ったほうがうまくゆ
く。 役柄にもよるが口紅は、 薄く塗るように心掛けたいものである。

《顔の陰影とシワ》

細部が出来上がって顔の陰影や若い人がシワを描く仕方だがこれも難しく、 頬をこけさせる
場合や反対にふっくらとしたい場合、 また鼻筋を立てたい所やさらにシワを描く場合には、 鏡
に向かって笑ってみたり、 怒ってみたり、 泣き顔をしてみたり、いろいろな表情を試みてみる
ことである。 それぞれの表情によって自然とシワやくほみが生じるから、それに合わせて茶色
で時にはあおを混ぜながら、これも強くなく撫でるように描くとうまくゆく。 あまりときつく
描かない事ガ要領である。 そのシワとシワとの間には、 明るい色のド ー ランで）＼イライトを
塗るとよい。 首筋も同じことである。 若い人が老け役を作る湯合は、 1 0歳多めに考えたほう
がうまく行くようです。

《その他》

顔の部分に関しての基本的なメイクアップは、 おおむね以上だが手 ・ 足さらに胸 ・ 背中にも
塗らなければならない場合もある。 ポティロー ションのようなもので塗るのであるが、 色も各
種あって、 黒人を演じる場合なとは、 ニグロカラー として市販されているものを軽くスポンジ
で塗ればよい。

これらの具体的作業は、 普通、 1 0分から3 0分位までのあいだに仕上げてしまわなくては
ならない。 でないと長時間メイクをしているわけにはいかないし、第 一 形が張ってしまってと
うしようもない。

これも経験がものをいうもので、 その他にもカツラをかぷり、 衣裳をきちんと看付けし、 装
身具を付け、小道具。持ち道具を点検し、 心落ちつけて舞台の袖に向かわなければならない。

基本的な作業の手順をよく研究し、 ひとつひとつの役柄を積み重ねていくことでメイクアッ
プも上違するのです．

〈 M E M 0 〉
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（様式見本ー1)�．．．�•…

上 演 許 可 願

様

1. 上 演 作 品

2. 上 演 期 日

3. 上 演 回 数

4. 会 場

5. 入 場 料

6. 連 絡 先

7. 記 事

記

年 月 日

県 高等学校演劇部

（顧問 印）

ご承認下さい

（ 社版）

年 月 日（ 曜日）

1回

無 料

この上演は、

のものです。
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（様式見本一2)

上 演 許 可 書

高等学校演劇部 殿

下記の要領で、 上演を許可します。

•作 品

•作 者

•上 演 年 （ 曜日）

5 上 演 場 所

・上 演 目 的

・上 演 団 体

・上演団体責任者

•上記連絡先 住所 〒

TEL 

平成 年 月 日

作者暑名



哀
'C=3 · 
▼--｀ 二

心
き 二 詈 No 

脚本名 会場名

F> ［場面J. ．1 P lキャスト名I

［全体スタイル】正面 ［全体スタイル】後背面

，身長 cm.i足のサ--(•ズ 畑．

［全体スタイル】側面

9

●

9

9

9

9

,
 

二
回個

-
]

 
;―
字頂

-
g

ー
・負彦

『

［

←

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
 

9

9

,

'
 

9

9

9

9

9

9

9

9

,

‘
 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

‘
 

i

面
二
止］

 
髪頭

二
聰

`
［

 

亭亨字布交 う寅嘩IJ部 担当

-106-



音響交力琴 ニフ
゜

き こ詈

題
名

1 会場名 I
戸 をうi効果ぬ キッカケ．［場面�。セリフ�・ト書き］� "…… …… … …•�""＂"＂""．．．�•-……1"＂…•� 

�•―----: _ _ · ------- - -- -- - ---

.. --- - -- ----
- -- -----

加盟地区1 青葉 ・ 若林太白 ・泉宮城野 北部 南部 ゥ 東部 l 
亭亨学匹 I 担当
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＇ 

， 
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